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南日詰遺跡発掘調査報告書

経営体育成基盤整備事業南日詰地区関連遺跡発掘調査



本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所 を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多 く残されて

おります。それらは、地域の風土 と歴史が生み出した遺産であ り、本県の歴史や文化、伝統を正 し

く理解するのに欠 くことのできない歴史資料であ ります。同時に、それらは県民のみならず国民的

財産であ り、将来にわたって大切に保存 し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づ くりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋 もれその土地とともにある埋蔵文化財保護 との調和 も求

められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導 と調整のもとに、開発事業

によってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとって

まいりました。

本報告書は、紫波町南 日詰地区で行われる経営体育成基盤整備事業に関連 して平成 15年度に発

掘調査を実施 した、紫波町南日詰遺跡の発掘調査成果をまとめたものであります。調査の結果、南

日詰遺跡は縄文時代には狩猟場、平安時代 と近世～近代にかけては集落として営まれていたことが

明らかになりました。中でも、この調査によって検出した近世の掘立柱建物跡 8棟は、この時期を

考える上で貴重な資料を提供することができました。

本書が広 く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時にその保護や活用、学

術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解 とご協力をいただきました岩

手県盛岡地方振興局盛岡農政部農村整備室、紫波町教育委員会をはじめとする関係各位 に対 し、深

く感謝の意を表 します。

平成 16年 10月

財団法人 岩手県文化振興事業国

理事長 合  田  武



例  言

1.本 報告書は、岩手県紫稜蔀槃磯苛箭甘需竿色幣 143ほかに所在する笛甘詳遺跡の発掘調査成果を収録 し

たものである。

2.本 遺跡の発掘調査は、経営体育成基盤整備事業南 日詰地区に伴 う事前の緊急発掘調査である。調査は岩

手県盛岡地方振興局農政部農村整備室と岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課 との協議を経て、岩手

県盛岡地方振興局農政部農村整備室の委託を受けた財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ

ーが実施 した。

3.本 遺跡の岩手県遺跡台帳における遺跡登録番号は LE77-1086、 遺跡略号は MHZ-03で ある。

4.野 外調査及び室内整理期間、調査担当者などは以下の通 りである。

野外調査   期 間  平成 15年 9月 16日 ～11月 11日

面 積  1,491∬

担当者  北田 勲・坂部恵造

室内整理   期 間  平成 15年 11月 1日 ～平成 15年 12月 31日

担当者  北田 勲・坂部恵造

5.野 外での遺構写真撮影は担当調査員、遺物の写真撮影は福士昭夫が行つた。

6.本 報告書の執筆は、第 I章を岩手県盛岡地方振興局農政部農村整備室、その他及び編集は北田 勲が担当

した。

7.遺 物の分析・鑑定、自然科学分析は以下の機関に委託 した。

石器の石材鑑定  : 花開岩研究会

樹種同定    : 株式会社パ リノサーヴェイ

8.座 標原点の測量及び空中写真撮影は以下の機関に委託 した。

座標原点の測量  : 株式会社ハイマーテック

空中写真撮影   : 東邦航空株式会社

9,本 書では、国土地理院及び岩手県宇宙航空開発推進協議会発行の以下の地形図を使用 した。

1/25,000地形図  日詰

1/200,000地形図 宇宙から見た岩手県付録

10。 野外調査及び本報告書の作成にあた り、以下の機関から御指導・御助言をいただいた。

紫波町教育委員会

11.発掘調査資料は、すべて岩手県立埋蔵文化財センターで保管 している。

12.調査成果は岩手県立埋蔵文化財調査略報 (平成 15年度)。 現地公開資料などに発表 してきたが、本報告

書の内容が優先するものである。



凡 例

1.遺構図の用例は次の通 りである。

(1)遺構実測図の縮尺は住居跡・竪穴遺構の平面・断面図 1/50、 建物跡の平面図・断面図 1/60。 1/80、

土坑・井戸跡 の平面・断面図 1/50、 陥し穴状遺構平面図・断面図 1/50、 ピットの平面 1/100で表 した。

ただし規模の関係上これに合わないものもあるため、各図版にスケール及び縮尺を付 した。

(2)推定線は破線で表 した。また、重複遺構については実線で表 した。

(3)層位は、基本層序にローマ数字、各遺構覆土等にアラビア数字を使用 した。

(4)土層色調の観察には、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』を使用した。

2.遺物実測図の用例は次の通 りである。

(1)遺物実測図の縮尺は土器 1/3、 陶磁器 1/2、 石器 (剥片)2/3、 銭貨 1/2で表した。ただし法量の関係

上これに合わないものもあるため、各図版にスケール及び縮尺を付 した。

(2)土器については、須恵器は断面を黒色にして示 し、そのほかは土師器 とした。

(3)剥 片石器については、折れ面が存在する場合、その部分の実測図も付 した。

(4)陶磁器については、釉薬が 1回 のみと2回重ねられている場合を 1破線 と2破線に分けて表示 した。

3.写真図版の用例は次の通 りである。

(1)遺構写真図版については基本的に平面及び断面写真をセ ットとし、遺構種別に合わせて遺物出土状況

などを掲載 した。

(2)遺物写真図版については、縮尺は基本的に遺物実測図に準 じている。撮影面は正面と裏面をセットと

し、必要に応 じて断面などを撮影 し掲載 したものもある。
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I 調査に至る経過

経営体育成基盤整備事業南 日請地区は、紫波郡紫波町南日詰地内における北上川右岸とその支流の滝名川

に挟まれた水田地帯約 90haを事業区域として、ほ場の区画整理、用水路のパイプライン化、道路及び排水路

の拡幅・新設等により高生産性農業の確立による地域農業の持続的発展及び地域の生活環境の向上に資する

ことを目的として、平成 12年度より着手している。

当該事業区域の埋蔵文化財包蔵地については、事業計画策定時の平成 10年 5月 に岩手県教育委員会の分布

調査によつて、南 日詰遺跡の確認をしており、同年 12月 に同委員会が実施 した試掘調査結果を踏まえ、南 日

詰遺跡に係わる工事着手前に発掘調査を行 うこととしていた。

平成 12年度に地区採択となった後、平成 14年度までに全体実施設計及び幹線用水路工事を実施し、ほ場

整備工事に向けての基礎的条件が整つたことから、平成 15年度にほ場整備工事を着手するに至つたものであ

るが、その工事範囲に南日詰遺跡付近も含まれていたため、発掘調査についても併せて実施することとなつ

たものである。

発掘調査については、発掘調査前年度である平成 14年度に同委員会と当該事業の事業主林である岩手県

(盛岡地方振興局農政部農村整備室)と で、調査の規模、時期等具体的な内容について協議したところ、財

団法人岩手県文化振興事業団に発掘調査を委託することとなり、同委員会は平成 15年 1月 14日 付け教生第

1457号において、同事業団へ平成 15年度事業としての実施を通知し、調査主体を決定した。

その後、平成 15年 9月 12日 付けで同事業団と発掘調査業務の委託契約を締結し、平成 15年 9月 16日 よ

り発掘調査の着手となつたものである。

(岩手県盛岡地方振興局農政都農村整備室)

Ⅱ 遺跡の立地と環境

1.遺 跡の地理的環境

(1)遺跡の位置

南 日詰遺跡の所在する紫波町は岩手県のほぼ中央にあり、東は大迫町、南は石鳥谷町、西は雫石町、北は

矢巾町、盛岡市の 1市 4町と隣接する。紫波町は東西約 27.8血、南北約 12.9 km、 総面積 238.32 hrの 人口

34,527人 (平成 16年 5月 現在)を有する。遺跡は紫波町役場の南側約 4 km、 南日詰宇田中に所在 し、二枚

橋段丘縁辺部に立地している。本遺跡は、国土地理院発行の Ⅲ50,000地形図「日詰」NJ 54 13 15(盛 岡 15

号)の図幅に含まれ、北緯 39度 31分 32秒、東経 141度 9分 56秒付近にあたる。標高は 94.4～95,Omで 、

現況は水田、畑地である。

(2)遺跡周辺の地形 と地質

遺跡の所在する紫波町には、町内のほぼ中央を南に向かつて流れる北上川がある。この川は奥羽山脈

溢北上山地を東西に三分 して北上河谷帯を南北に縦断する全長 243 kmの 大河で、盛岡以北を上流、盛岡

から一関を中流、一関以南を下流域 とする 3区分がなされている。
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紫波町はこの区分の北上川中流域北部に位置 し、北上川以西には広汎な段丘群が発達 している。これ

は奥羽山脈に源を発する滝名川、太田川などの支流によつて形成 された大小の扇状地や旧河原が段丘化

したものである。

これ らの段丘は中川久夫ほか (1963)に よつて、石鳥谷段丘 (上位段丘)、 二枚橋段丘 (中 位段丘)、

都南段丘 (低位段丘)の 3つ に区分されている (中川ほか 1963)。

上位段丘は西部山地東縁の山麓部に断片的に分布するほか、北上川河谷平野の中央、日詰付近にも孤

立的に見 られる。 日詰付近でこの段丘は 3m以上の砂・粘土を伴 う礫層 と、これを覆 う厚 さ lm前後の

火山灰層で構成 され、構成礫層の風化は著 しく進んでいる。これは前述の石鳥谷段丘にあた り、構成礫

層は日詰礫層 と呼ばれ、砂礫堆積段丘を呈 している。

中位段丘は上位段丘の前面に拡が り、極めて広範囲に発達する。北 日詰の人掛付近の中位段丘は厚 さ

3.5m以 上の堆積物からな り、堆積物の上部 1.5mは灰 白色粘土で、その下位に礫層が続いている。この

付近では開析によつて段丘面が相当分割 されている。一方、 日詰以北の中位段丘は未だ開析が進まず、

広い段丘面を残 している。そ して、 日詰以北のものは構成層を欠 くこともあ り、日詰以南の中位段丘と

は性格を異にする。中川久夫ほか (1963)は 日詰以北の中位段丘面は日詰以南に分布する前述の二枚橋

段丘が削剥 されて生 じた侵食面であるとし、花巻段丘 と呼んで両者を区分 している。

下位段丘は北上川本・支流沿いに分布 し、特に日詰以北の北上川右岸に大規模に認められる。 日詰よ

り上流側では一般に段丘崖の比高差は小 さく、崖地形の不明瞭な部分も多いが、日詰以南では下流に向

かつて現河床及び谷底平野面との比高差を増 してゆく傾向がある。礫及び砂混 じり粘土よりな り、構成

物の厚 さは数血以下である (東郷正美 1974)。

これを踏まえて本遺跡の位置を確認すると、本遺跡は北上川西岸の二枚橋段丘縁辺部に立地 し、東側

には北上河岸低地が広がる地形に所在する。標高は 95m前後である。

紫波町の地質は中央部の盛岡―白川構造線が走る北上川低地帯によつて西半部の新第二系以後の岩

石の造る背陵山地 と、東半部の古生層、中生層からなる北上山地とに三分されている。東半部の古生層

は、粘板岩・輝緑疑灰岩・チャー トか らなる北部型古生層及び粘板岩・石灰岩・輝緑疑灰岩・チャー ト

からなる南部型古生層で、両者は沢口山 。朝島山から早池峰山へ と連なる早池峰超塩基性岩によつて分

けられている。北上山地には、花蘭岩類 と斑橋岩類の岩体が分布 し、背陵山地には花筒岩類の小岩体が

分布する。

西半部の地層は、第二紀中新世のグリーン・ タフ活動による安山岩質～流紋岩質岩石が広 く分布 し、

これ らに第四紀の安山岩類が岩株状に貫入 している。また、南北性の第四紀以後に活動 したと見 られる

断層の東側には疑灰質砂岩・頁岩が分布する。

中央部には複合扇状地と段丘群が広 く発達 し、北上川には広い沖積地が分布 している。また、背後及

び北上山地には河谷沿いに沖積層、扇状地、段丘堆積物、崖錘性堆積物が分布 し、新期火山性ローム層

が各所に見 られる (目 加田義正 1974)。

1 中川久夫・石田琢二・佐藤二郎・松山力・七崎修 1963a 「北上川上流沿岸の第四系および地形―北上川流

域の第四紀地史 (1)」 『地質学雑誌』69 p163～ 171

2 中川久夫・岩井淳―・大池昭二・小野寺信吾・森由起子・木下尚・竹内貞子・石田琢二 1963b 「北上川中

流沿岸の第四系および地形―北上川流域 (2)」 『地質学雑誌』69 p219～ 227

-4-



3 岩手県 1974 「日詰 5万分の 1 国土調査」『北上山系開発地域 土地分類基本調査』

2.遺跡の歴史的環境

岩手県教育委員会のまとめによると、平成 12年度現在で県内には約 9,677ヵ 所の遺跡が確認され、その

うち紫波町内には325ヵ 所の遺跡が登録されている。このうち本遺跡を中心とする半径 10kmの近隣地区には、

145ヵ 所 (紫波町 125ヵ 所、石鳥谷町 20ヵ 所)確認 されている。

145遺跡のうち、縄文時代の遺跡 14ヵ 所、縄文時代 。古代の遺跡 30ヵ 所、縄文時代・古代 。中世の遺跡 1

ヵ所、古代の遺跡 57ヵ 所、古代・中性の遺跡 2ヵ 所、10。 12世紀の遺跡 lヵ 所、中世の遺跡 12ヵ 所、中・

近世の遺跡 3ヵ 所、近世の遺跡 3ヵ 所、時期不明の遺跡 22ヵ 所である。

縄文時代の遺跡には配 109西 日遺跡 (縄文時代中期)が縄文時代中期の集落遺跡 として知 られている。

1975～ 77年 の 3ヵ 年にかけて行われた調査では、集落の中央部には墓坑 と考えられる舟底状の土坑群が

環状に並び、その外側に住居跡が分布、さらに北側では住居跡 とともに貯蔵穴状の土坑群の分布がみら

れる。また、N083南 日詰遺跡は本遺跡の国道 4号沿いで行つた調査で縄文時代中期前葉 (大木 7b式期 )

の集落 とそれに伴 う遺構 。遺物が出土 している。

古代の遺跡は最も多く分布 している。配 125野上遺跡では 9世紀後半とされる住居跡、配97暮坪遺跡

では 10世紀中～後半とされる住居跡・溝・土坑群が検出されている①本遺跡南方に位置する配99伝善

知鳥館跡は 1963年に調査が行われ住居跡・堀などを検出してお り、安倍氏に関連する居館的柵 と推定

されている。 1992年 に滝名川河川改修に伴つて調査が実施 された配 111下川原 Ⅱ遺跡は、9世紀末～

10世紀 とみられる住居跡 21棟 のほか、陥穴状遺構・土坑などが検出されている。配 110西 田東遺跡は 9

世紀末～10世紀 とみられる住居跡 20棟 、陥穴状遺構 187基・土坑 13基などが検出されている。

No.67比 爪館跡は本遺跡の北西約 0.8 kmに位置すると考えられ、1988年 などに調査が行われている。

比爪館は比爪氏の居館跡 とされてお り、現在は赤石小学校敷地 となうている。調査の結果、12世紀代の

遺構・遺物 とともに 10世紀とされる住居跡などの遺構・遺物が見つかつている。

中世の遺跡は館跡を中心に調査が進められている。配75大巻館跡は北上川東岸に位置 し、河村氏の居

館跡 とされている。また、石鳥谷町の新堀城跡は複数の郭・堀・土塁を構築 している。No 51金館跡は

2000年 に調査が行われ、中世に比定される曲輪・堀などを検出している。

岩手県教育委員会 2000 「岩手県遺跡台帳」

(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 1991『比爪館跡発掘調査報告書』 岩手県文化振興事業団

埋蔵文化財調査報告書第 151集

(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 1995 『西田東遺跡発掘調査報告書』 岩手県文化振興事業

国埋蔵文化財調査報告書第 221集

(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2001『金館跡発掘調査報告書』 岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書第 378集
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第1表 周辺遺跡分布表
No 市町村名 置跡名 時 代 所在地 Nlo 市町柑据 漬跡名 時 代 所在地

1 紫波町 平沢繊場 Ⅱ 平 安 子沢字越場 紫波町 梅ノ木館 (人 竜 ) 中世 太巻字梅 ノ木

2 紫波町 平沢堤頭 Ⅱ 平 安 平沢字堤頭 、字川ヌ 繁波町 大巻館 中世 大巻館字花立

3 紫渡町 日詰
「

新田 古 代 日詰学
「

新 田 紫波町 五郎沼 縄 文 南 日詰字箱清水

紫波町 桜町下野沢 平 安 妥町字下野沢 紫波町 伝け塚 南日詰字箱清水
5 繁渡町 桜町上野沢 妥町字上野沢 紫波町 南 日詰宮崎 古 代 南 日詰字宮崎

6 紫波町 雨七合 I 平 安 際字南七合 南 日詰蔭沼 I 古代 南日詰字蔭沼
7 紫渡町 南七合 Ⅱ 平安 稲藤字南七合 紫波町 南 日詰京田Ⅱ 古 代 南 日詰字東 田

8 紫波町 平沢檜 I 平 安 7沢字桧 紫渡町 南 日詰蔭沼 Ⅱ 古代 南日詰字蔭沼
9 紫波町 平沢檜 v 平安 平沢字桧 紫波町 南 日詰田中 I 古 代 南 日詰字 田中

紫波町 伝平沢館 平 安 子沢字館 紫波町 南 日誌 南 日詰字蔭沼、京日、滝名川、日牛
11 繁渡町 平沢臆 I 縄文・古代 平沢字幅 紫波町 南 日詰京田Ⅲ 古 代 南 日詰字京 田

紫波町 平沢堤頭 I 平沢字堤頭 、字川 又 紫渡町 南 日詰大銀 I 古代 南 日詰宇大銀、字小路日

13 紫渡町 平沢檜 Ⅱ 平安 平沢字桧 紫波町 南 日詰大銀 Ⅱ 北 日詰宇城 内、南 日詰字 大銀

14 紫波町 平沢檜 □ 平沢字桧 、字川 又 紫渡町 薦 日詰小路 日 I 古代 南 日詰小路口

紫渡町 平沢臆 Ⅱ 平沢字幅、字境田、字的場 紫波町 南 日詰 /1ヽ 路 口 Ⅱ 古 代 南 日詰字小路 口

紫波町 平沢境 田 古 代 平沢字境 田 紫渡町 南 日誌小路 日Ⅲ 古代 南 日詰字小路日

17 紫渡町 平沢四折 古 代 平沢字四折 紫波町 雨 日話 田中 Ⅱ 古 代 南 日詰字 田中

紫波町 平沢新 田 I 縄 文・古代 平沢字新 田 紫渡町 大券岳沢尻 Ⅱ 縄 文 大巻字長沢尻
紫渡町 平沢新日Ⅱ 古 代 平沢字新田 紫波町 太巻間 劇 古 代 大悉字間田

紫波町 平沢野 田 I 縄 文・ 古代 平沢字野 田 紫渡町 大米岳沢R 縄文・古代 大巻字長沢尻
紫渡町 平沢松 田 古 代 平沢字松田、字佐藤部 紫波町 赤)H館 中～近世 大悉字長沢尻

紫波町 北 日詰牡丹野 縄 文 化日詰字牡丹野 紫波町 彦部仄保 古代 彦部字八保
紫渡町 吉兵衛館 中・近世 二日町字向山 紫波町 彦部赤堰古墳 彦部字暮坪

紫波町 戸都御所 (西御所 ) 中 世 二 日町字南七久保 紫渡町 蕪坪 縄 文 彦部字暮坪

紫渡町 日詰下丸森 古 代 日詰字下丸森 紫波町 影部館 中世 彦部字暮坪

紫波町 日詰下野沢 日詰字下野沢 繁波町 伝善知 鳥館 (導知 息縫 縄文・古代 南 日詰字滝名川

紫波町 間木沢 犬吠森字間本沢 紫波町 南 日詰滝名川 I 南 日諸字滝名川

紫波町 桜町 中桜 I 縄 文・ 古代 妥町字 中桜 紫渡町 南 日詰清名 川 V 縄 文 南 日詰字滝名川

紫渡町 西裏 古代 日詰仕字丹野 紫波町 犬渕新 田堰 縄文・ 古代 犬BHl字新 田堰、南 日詰字滝名川

紫波町 日話牡丹野 古 代 日詰字牡丹野 紫波町 南 日詰活鬼川Ш 犬渕字新田堰
紫渡町 平沢松 田皿 古代 要町字中森、平沢字松田 紫波町 南 日詰滝名川Ⅳ 南 日詰字滝名川

紫波町 田頭 妥町字 田頭 紫波町 犬III ttlIV田 古代 犬渕字谷地田、字新日堰
紫波町 桜 圧 日雨 古代 妥町宇田頭、字高木 紫波町 南 日詰人坂 古 代 南 日諸字人坂

紫波町 星 山館 中世 星山字間野村 107 紫波町 西 田十 綴 支 犬渕字西田

紫渡町 絃 立 大巻宇花立 紫波町 下川原 I 古 代 南 日諸字下川原、宇人坂

紫波町 平沢野 HⅡ 縄 文・ 古代 7沢字野田 紫渡町 西 田 犬渕字西田
37 紫渡町 尻掛 縄 文 土館宇新里 紫波町 西 田東 古代 (平安 ) 犬渕字西 田

紫波町 平沢佐藤部 平沢字佐藤部 111 紫波町 下チ1原 Ⅱ 古 代 南日請字下川原
紫渡町 平沢溝名川 I 古代 平沢字滝名川 112 紫波町 定内 縄 文 諺部字定内

紫波町 平沢滝名川 Ⅱ T4沢字滝名川 113 紫渡町 古 代 彦部字川久保

紫渡町 北 日詰外谷抽Ⅷ 化日詰字外谷地 紫波町 館盛 中～近世 彦部字機械

紫波町 北 日詰外谷地 古 代 北 日詰字外谷地 115 繁波町 椎織館 (彦部館 ) 中世 彦部宇機械

紫渡町 北 日詰外谷拍 I 縄文・ 古代 化日詰字外谷地 116 紫波町 鎌倉街道

紫波町 北 日話外谷地 ] 北 日諸字外谷地 117 紫波町 大測谷舶 田南 犬渕宇谷地田

紫渡町 北 日詰外谷地Ⅵ 古代 北日詰字外谷地 118 紫波町 南谷地 犬渕字南谷地

紫波町 北 日話外谷地皿 七日詰字外谷地 119 紫波町 下繊 田 I 南比詰牢下繊 田

紫渡町 �r日 詰外谷41Ⅳ 化日詰字外谷地 紫波町 下越 田■ 犬渕字下越 田

紫波町 北 日話外谷地 V 古 代 北 日諸字外谷地 紫波町 下繊 田皿 古 代 犬渕宇下越田 (西 日 ?)
紫渡町 片寄中島 古代 キ寄字中島 紫波町 小深 田 古 代 彦部字小深 田

紫波町 雨 日詰 野原 古 代 再日詰字野原 紫波町 寺 沢 彦部宇寺沢

紫渡町 金館 中世 再日詰字梅 田 紫波町 是信房墓所

紫波町 雨 日詰長根 再日詰字長根 紫波町 野 上 無 支 彦部字野上

紫渡町 南 日詰長根 Ⅱ 縄文・古代 有日詰字長根 石鳥谷町 村境塚 中世 事好地第 11・ 12地割

紫波町 南 日詰り1原 古 代 覇日詰字川原 127 石鳥谷 Wl 石 沢 字好地

紫渡町 南 日詰梅 田 古 代 有日詰宇梅 田 石鳥谷町 数馬尾根 縄文・ 古代 字好地

紫波町 南 日詰梅 田 Ⅱ 古 代 言日詰字権 田 石鳥谷 ml 館 野 字好地

紫渡町 南 日詰京田 I 縄文・ 古代 有日詰字京H 石鳥谷町 熊野堂 縄文・ 古代 卒好地

紫波町 上久保館 中 世 片寄字上久保 石鳥谷 ml 堀子 田 近 世 字好地上好地

紫波町 片寄 縄文・古代 キ寄第字鍛冶屋敷、土手田 石鳥谷町 馬頭 縄 文・ 古代 卒好地

繁波町 片寄野畑 縄 文 片寄字野畑 石鳥容陶 境船場 近 世 字好地第 13地割

紫波町 四ツ屋 キ寄宇四ツ屋 石鳥谷 IHl 宝木 I 縄 文 字新堀

紫渡町 片寄骸 田 縄 文・ 古代 片寄字繊 田 石鳥谷町 宝木 Ⅱ 縄文・古代 字新堀第 5地割

紫波町 北 日詰下薮 古代 化日詰字下義 石鳥谷町 鳥鳴 田 I 縄 文 事新堀第 68地 割

繁波町 北 日詰東 ノ坊 ] 古 代 陀日詰吏 ノ坊、下東 ノ坊 石 鳥谷剛 石鳥谷船場 近 世 字好地

紫波町 北 日詰東ノ坊 I 古代 ～中世 化日詰字東ノ坊 石鳥谷 ml 三 日堀

繁渡町 北 日詰吏 ノ坊Ⅲ 古代～ 中世 陀日詰字吏 ノ坊 石 鳥谷 ml 沼の久 平安 字新堀

紫波町 比爪館 10, 七日話字箱清水 石鳥谷 fHl 殿屋敷 中世 字新堀北島

紫波町 北 日詰人卦 古 代 陥日詰隼人務 石 鳥谷町 島 平安 字新堀

紫波町 太 日堂 陀日詰字大 日堂 石鳥谷 Hl 新堀城 中世 卒新堀範 65111争 I

紫渡町 北 日詰城 内 Ⅱ 縄 文 1ヒ 日詰字城内 石鳥谷町 長善寺 I 縄文・ 古代 字新堀第 65地割

紫波町 北条館 中世 陀日詰字城 内 石鳥谷町 長善寺 ] 事新堀第 65地割
紫渡町 北 日詰下東ノ坊 古 代 化日詰下東ノ坊、字城内 石鳥谷町 鳥鳴田B 縄 文 卒新堀第 66地 割

紫波町 北 日語城 内 I 古 代 陀日詰字城 内
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3.基本層序

(1)調査区の地形

本調査区は二枚橋段丘の縁辺部、東向き緩斜面地に位置する。現況は水田と畑地で、現況の標高は95m前

後である。現況では水田造成の盛上でほぼ平坦となつているが、旧地形を観察すると調査区の西から東にか

けて緩やかに傾斜しており、調査区西側の最高位で標高 95.Om、 東側の最低位で 94.4mと なつている。調査

区は幅が直線距離にして約 22mで 0.6m低下しており、傾斜角度は約 1.56° である。この数値からも分かる

ように調査区内はほぼ平坦であると言つてよい。

(2)調査区内の層序

調査区は南北に長い長方形を成しており、南北が最大長約 65m、 東西の最大長約 22mである。調査区内を

西から東に向かつて緩やかに傾斜していき、調査区外東側の一段低い水田面に落ちる。

層位は大きく2層に区分されるが、 I層 は水田造成時の盛土や水田床土などの現耕作土層であり、遺構は

検出されない。Ⅱ層上面が明黄褐色粘土質土を呈しており、唯―の遺構検出面である。

Ia

ー

I

基本層序 断面図

第 I層 現耕作土層である。総層厚は約 10～ 90 clllで 、土質の特徴によりさらに 5細分 される。

第 Ia層 (10YR2/3)黒 褐色のシル ト層である。層厚は約 10～ 20 clllで 、現況からの攪乱などで荒れている。

第 Ib層 (10YR2/3)黒褐色のシル ト層である。層厚は約 0～ 20 clllで 、明黄褐色の粘土質シル トブロックを

混入する。水田耕作土層 と見られる。

第 Ic層 (10YR3/3)暗 褐色のシル ト層である。層厚は約 0～ 10 clllで、水田耕作土層 と見られる。

第 二d層 (10YR5/6+10YR2/3)黄 褐色の粘土質シル トと黒褐色のシル トの互層である。層厚は約 10～ 20

clllで、水田を平坦にするために造成された盛土層である。

第 二o層 (10YR2/2)黒褐色のシル ト層である。層厚は約 0～ 60 clllで 、旧耕作土層 と見られる。

第Ⅱ層 (10YR7/6)明黄褐色の粘土質シル ト層である。層厚は不明で、唯―の遺構検出面である。すべての遺

構がこの層位の上面で確認 される。
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Ⅲ 調査と整理の方法

1.調査経過

本遺跡の発掘調査は平成 15年 9月 16日 ～11月 11日 の 40日 間で実施 し、それに伴 う室内整理を平成 15

年 H月 1日 ～平成 15年 12月 31日 の 40日 間で実施 した。以下、野外調査の経過を列記する。

9月 16日 午後、調査開始。機材の搬入及び現場設営を行 う。

9月 17日 ～18日 、雑物撤去及び試掘 トレンチ (Tl～T9)を設定し、l頁次 トレンチ内をⅡ層上面まで掘 り

下げを行 う。

9月 19日 ～30日 、試掘 トレンチ調査が終了した箇所から重機 (バ ックホー)に よる表土除去作業を行 う。

合わせて、人力によるⅡ層上面の遺構検出を実施する。

10月 1日 ～ 6日 、時期不明のピット約 300基 を検出し、数棟の掘立柱建物跡があることを確認する。検出

した遺構から随時精査を行 う。

10月 10日 、岩手県立花北青雲高校 3年生体験発掘 (生徒約 25名 )。

10月 14日 ～24日 、陥し穴状遺構 9基を検出し、随時精査を行 う。並行して、コンタ図作成などを行 う。

10月 28日 、終了確認。

11月 1日 、航空写真撮影。

11月 7日 午後 、調査終了し、器材撤収を行 う①

ll月 7日 ～11日 、借地箇所から排土を調査区内に運搬 し、すべての調査を終了。

2.野外調査の方法

(1)グ リッド設定

南 日詰遺跡の調査区域は南北に約 65m、 東西に約 22mの範囲で、北東から南西を長軸線 とする長方形の形

状を呈している。グリンドの設定については、国土座標X系 に合わせ基準点 1、 基準点 2を設定し、これを

基に調査区全域をカバー出来るようにした。大グリッド (10× 10m)は北から長軸方向にアルファベット大

文字A～ H、 短軸方向は算用数字 1～ 5である。また、小グリッドは大グリッドを2× 2mで 25に分割 し、

北西隅を起点として、東西方向に 1～ 5・ 6～ 10。 11～ 15。 16～ 20。 21～25と した。(例 :lAlグ リンド)。

なお、基準点の成果値は以下の通 りである (日 本測地系・世界測地系を併記 )。

基準点 l X=-52900.000 Y=28880.000 H=95。 181

基準点 2 X=52930,000 Y=28870.000 H=95.269          (日 本測地系)

基準点 l X=-52592.1399 Y=28580。 1967 H=95,181

基準点 2 X=52622.1395 Y=28570,1964 H圭 95。 269         (世 界測地系)

(2)試 掘調査

雑物撤去後、最初に地形の状況と地層の堆積状況、遺構の有無、遺構 。遺物集中区域の確認 と把握を目的

として、任意に 10箇所の 2× 8mト レンチを設定し、人力で トレンチ調査を行つた。
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第 5図 グリッド配置図
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この結果、 I層現耕作土 (層厚 10～90 clll)の 下はⅡ層黄褐色粘土質土 (層厚不明)と なる層序を観察し、

現表土層の下はすぐに最終遺構検出面になることを確認 した。これは現代の耕作による攪乱または水田造成

時の削平の影響が考えられる。

調査区中央付近に設定した トレンチでは、人力による掘削を行つている時からかなりの量の湧水があり、

掘 り上げた トレンチの中が水没するほどであつた (こ れは以前水田として利用していたときの引き込みパイ

プがまだ埋まつているために、降雨の際などに湧き出たものである)。

I層現耕作土層は層厚 10～ 90 cmあ り、調査区の西から東に向かつて緩やかに傾斜 している。現況はほぼ平

坦 (水日の利用による)であるが、水田造成のために旧地形を改変したものであることも分かつた。

(3)重機及び人力による粗掘・遺構検出

試掘 トレンチ調査の成果をもとに、 I層現耕作土を重機 (バ ックホー)により掘削、除去した。この後、

人力による遺構検出などを行い、これによつて遺構が検出された付近に関しては精査を行つた。

これに合わせて調査区中央には東西方向にセクションベル トを設け、南北方向の調査区壁とで調査区内の

堆積状況が分かるようにした。

(4)遺構の調査方法

住居跡及び竪穴遺構の調査は四分法で、その他の遺構については原則的に三分法で行い、それぞれ堆積土

層観察用のセクションベル トを設け、土層を観察 しながら精査を進めた。この際、土層の堆積状態、遺物の

出土状態、遺構の完掘状況を中心に写真撮影及び実測を順次行つた。

遺構については、その性格により分類化 した記号を用いた。また、遺構記号は調査を進めていく段階で付

記 した性格の遺構が検出された場合は、室内整理作業において記号・番号を付け直している。

SI : 住居跡   SX : 堅穴遺構   SB : 建物跡    SK : 土坑

SE : 井戸跡   SD : 溝跡    SKT: 陥し穴状遺構 P : ピット

遺跡・遺構・出土遺物の写真撮影については、フィルムは 35111111モ ノクローム・カラーリバーサルを併用

し、 6× 4.5 cmモ ノクロームは住居跡・竪穴遺構平面完掘写真及び遺跡全景・調査終了写真などに限つて使

用した。また、調査終了直前に調査区域全体の航空写真撮影を実施 した。

実測図の縮尺は 1/20を基本としたが、遺構の種類や規模の大小により1/10、 1/100、 1/200な どを用いた。

なお、調査の進行上土層断面の写真や実測を省略し、状態の記録や計測等のみにとどめた遺構もある。

(5)遺物の取 り上げ方

遺物の取 り上げ方は、遺構内出土分については出土遺構名と出土層位 (上位・中位・下位・床面直上・床

面・底面など)を記 し、このうち床面・底面出土分については出上位置も記録した。遺構外出土分はグリッ

ド毎に層位を記 した。ただし I層出土分及び表採分については大グリンド名のみのものもある。
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3.室内整理の方法

平成 15年 11月 1日 ～平成 15年 12月 31日 〔約 2ヵ 月間 :整理作業員 3名 (12月 は 2名 )〕 の期間で室

内整理作業を行つた。以下、室内整理の経過を列記する。

11月 1日 、室内整理作業開始 (室内整理作業職員数 3名 )。 遺物洗浄及び註記作業を行 う。

11月 中下旬は土器接合作業を行 う。並行 して調査員は遺構第二原図作成、遺物観察表作成を行 う。11月 下

旬まで復元・石膏入れを行 う。         ′

11月 下旬、遺物実測開始 (土器・石器)・ 土器拓影、並行 して遺構 トレース図作成、原稿執筆・遺物計測・

遺物写真撮影を行 う (～ 12月 中下旬 )。

12月 下旬、遺構 。遺物 トレース図作成を行 う。

12月 中～下旬、図版仮組開始。調査員は原稿執筆を行 う。

12月 下旬、図版本組開始。

12月 26日 、室内整理作業終了 (40日 間)。

(1)遺 構

遺構については現場で図化してきた遺構図面を第一原図とし、註記や遺構の切 り合い関係、配置などを検

討 しながら担彗調査員が遺構毎に第二原図を作成 し、その上で トレースを行つた。各遺構については、位置・

規模・形態などの基礎データを抽出し、遺構一覧表を作成した。遺構図版は各遺構種別に、住居跡・竪穴遺

構 。建物跡・土坑・井戸跡・溝跡・陥し穴状遺構・ピットの順で掲載した。

(2)遺 物

水洗・註記を行つた後、グリッド毎・遺構毎に仕分けを行い、重量計測を行つた。そして、各遺構 。各層

位・各グリッドで接合作業を行つた。その後、復元作業、掲載遺物の選別、登録作業、実測、拓影、 トレー

ス、写真撮影といつた手順で行つた。

掲載遺物については、遺構内から出土したものを最優先とし出来る限 り掲載するよう努めた。遺構内出土

遺物については、基本的に層位順に掲載し、遺構の存続時期に近いと考えられる床面・底面→覆土下位→覆

土中位→覆土上位の順序とした。遺構外出土遺物については時期的な変遷が追えるような資料を優先とし、

出来る限りその順序で掲載 した。また、立体土器・口縁部破片・器形復元可能な破片を掲載した。上記の基

準を満たさないものでも出来る限り図化し、掲載した。

(3)掲 載図版の構成

掲載図版は遺構と遺物を分け、遺構図版は遺構の種別毎に掲載し、遺物図版は土器・陶磁器 。石器など種

別毎に掲載した。遺物番号については、配0001か ら連番で付し、さらに掲載番号を付した。このほかに、図

版番号 。写真番号も合わせて記載している。観察表の ( )内数値は残存値、〔 〕内数値は推定値である。
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Ⅳ 検出遺構

検出遺構数は、住居跡 1棟、竪穴遺構 1棟、建物跡 8棟、井戸跡 2基、土坑 8基、陥し穴状遺構 9基、溝

跡 6条、ピット156基である。いずれの遺構も近年の水田造成の影響を大きく受けており、遺構上部をかな

り削平されている。残存状態は悪 く、遺物出土量もかなり少ない。

遺構説明については、住居跡→竪穴遺構→建物跡→井戸跡→土坑→溝跡→陥し穴状遺構→ピットの順で記

載する。

1.住居跡 (SI)
本調査で検出された住居跡は 1棟である。住居跡を説明するために、遺構の位置・検出状況、他遺構との

重複関係、遺構の規模及び平面形、覆上の状態、壁・床面の状態、遺構に伴 うピットと柱穴の判別、炉の形

態、出土遺物、推察される遺構の所属時期について記載を行 う。

S101住 居跡

遺構 (第 7図、写真図版 3)

[位置 。検出状況]調査区南西の 2Gl～ 2・ 2G6～7グ リッドに位置する。 I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上

面 (明黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 した。遺構覆土は削平の影響により失われており床面レベルが露

出した状態であつたが、一部方形に巡る周溝が観察されたこと、カマ ドの痕跡 と見 られる焼土跡を確認 した

ことから住居跡 と判断して精査を進めた。[重複関係]遺構中央に SK01・ 02土坑 と重複 しており、本遺構が切

られている。この他に SB04～06建物跡を構成する柱穴、ピットなど多くと重複 しているが、いずれも本遺構

よりも新期であり、本遺構が切 られている。 [規模 。平面形]竪穴住居である。壁は失われてお り不明である

が、周滞の位置から推定すると長軸で (450)clll以 上、短軸で (450)cmの 隅丸方形プランを呈すると考えられる。

床面積は推定で (20,7)ポ である。 [覆土]削平の影響により失われている。 しかし、周溝覆土から黒褐色堆積

土であったとみられる。 [壁・床面]前述の通 り壁は残存 しておらず、詳細は不明である。床面は全体的に堅

緻であリレベルはほぼ平坦であるが、カマ ド燃焼部の残存がみられないため僅かながら削平されている可能

性がある。[柱穴]柱穴と推定されるピントを遺構想定範囲から 11基検出した。規則性はみられないが、周溝

内側にみられる。[廃棄焼土ピット]当 初はカマ ドの残存と考えていたが、廃棄焼土を堆積 したピットである。

覆土には炭化物粒も少量混在する。遺構推定範囲の床面北寄りから3基検出した。plが 80× 78 clllの精円形

で、深さ約 1l cmで 強変した焼土を堆積 している。p2が 58× 14 clllの精円形で、深 さ約 18 clllで強変した焼土

を堆積 している。p4は 68× 48 clllの 精円形で、深 さ約 18 cmで 強変した焼土を堆積 している。[貯蔵ピット]遺

構推定範囲内の北東隅に 120× (100)clll規模のピット(p3)を 1基検出した。ピット内から土師器イ 2個体ほか

を検出しており、住居跡に伴 うピットであると推定される。

遺物 (第 21～23図、写真図版 19～ 21)

[出土状況]貯蔵ピット(p3)底面から出土している。[遺物]配13～ 15土師器郵、配 18土師器高台付郭片、配

22。 28土師器密片、配36須恵器大套片。いずれも貯蔵ピット (p3)からの出土。

時期 遺構プラン及び付属施設から出土した遺物から、平安時代中期に所属すると考えられる。
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1 10YR2/3黒褐色  粘性やや弱 しま りやや密

2 10YR2/3黒褐色  粘性やや弱 しま りやや密

合明黄褐色粘土質小プロック(径 1～ 6cm)5%
3 10YR2/2黒褐色  粘性やや弱 しま りやや密

明黄褐色粘土質小ブロック(径 lCm)7%散 在

4 10YR2/3黒褐色  粘性やや弱 しま りやや密

5 10YR6/6明責褐色 粘性やや強  しま り密

6 10YR3/3暗褐色  粘性やや弱 しま りやや密

含明黄褐色粘土質小プロック(径 1～ 5cm)20%

B
卜 L=94700m

0          1 :50          21n

第 3図  S X01竪穴遺構

2.堅穴遺構 (SX)
計 1棟検出した。住居跡とほぼ同様の平面形を呈するが、炉や柱穴など住居跡を構成する要素に欠けてい

る遺構を分類 した。

竪穴遺構を説明するために、住居跡 とほぼ同様の項 目について記載を行 う (遺構の位置・検出状況、他遺

構との重複関係、遺構の規模及び平面形、覆土の状態、壁・底面の状態、遺構に伴 うピット、出土遺物、推

察される遺構の所属時期 )。

SX01竪 穴遺構

遺構 (第 8図、写真図版 4)

[位置 。検出状況]調査区中央東側の Tl・ 2、 6。 7、 11グ リッドに位置する。I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層

上面 (明黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 した。遺構検出の結果、長方形プランで拡がる黒褐色土を確認

したため遺構と想定し、セクションベル トを設定して確認を行つた。掘 り下げの結果、検出面か ら深 さ

約 60 clllの ところで床面に達した。しかし、カマ ドなど居住施設を持たないことなどから竪穴遺構と判断して

精査を進めた。 [重複関係]な し。 [規模・平面形]隅丸長方形プランを呈し、長軸で約 308 clll、 短軸で約 193

clllである。深さは約 55。 2 clll、 床面積は推定で約 3.58だ である。 [覆土]黒褐色土主体で構成される。水分を

多量に含んでおり、掘り下げ段階から水が湧く状態であつた。 [壁・床面]壁高は東壁 50 clll・ 西壁 50 cIIl・ 北

壁 50 clll。 南壁 46 clllで あり、床面からは外形しながら急斜度で立ち上がる。床面はほぼ平坦に構築されてい

る。 [柱穴]な し。

日
８

卜
ｗ
⇔
＝
悧
―
十

一〇
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遺物 (第 24・ 25図、写真図版 21・ 22)

[出土状況]遺構覆土などから出上している。[遺物]配 50陶器碗片 (18世紀 )、 配66陶器壺片 ?(時期不明)。

時期 遺構の位置及び形状、出土遺物からSB01建物跡と同時期に想定されることから、近世と考えられる。

3.建物跡 (SB)
計 8棟検出した。建物跡はいずれも掘立柱建物跡で、礎石建物跡はない。

建物跡を説明するために、以下の項 目について記載を行 う (遺構の位置 。検出状況、他遺構 との重複関係、

遺構の規模及び平面形式、建物の方位 (長軸方向)、 覆土の状態、柱間寸法、遺構に伴 う柱穴、付属施設の有

無、想定される建物の性格、出土遺物、推察される遺構の時期)。

SB01建 物跡

遺構 (第 9図、写真図版 5)

[位置 。検出状況]調査区中央の 3F4グ リッド付近に位置する。 I層現耕作上層を除去した後、Ⅱ層上面 (明

黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 した。遺構検出の結果、長方形プランに配列する柱穴を確認 したため遺

構 と想定し、セクションベル トを設定 して確認を行つた。各柱穴を掘 り下げの結果、検出面から深さ平均約

33.O cIIlの ところで底面に達した。柱穴配置・平面形式などから建物跡と判断して精査を進めた。[重複関係 ]

なし。 [規模・平面形式]掘立柱建物である。規模は桁行 1,151 cm、 梁行 727 clllの 長方形プランを呈する。床

面積は推定で 83.68雷 (25.36坪)である。 [建物方位 ]N-20°  E[覆 土]柱穴覆土はほぼ単一層を呈し、黒

褐色土主体である。また多くの場合、黄褐色粘土質土粒を微量～少量含む。 [柱聞寸法]6.0尺 (約 182 clll)

を多用 している。[柱穴]本遺構に使用されたと考えられる柱穴は 41基である。柱は残存 していないため、廃

棄時に抜去されたものとみられる。 [付属施設]隣接する SX01竪 穴遺構が付属施設 として想定される。 [建物

の性格]規模及び平面形式から主屋と考えられる。

遺物 (第 21～23図・写真図版 19。 20)

[出土状況]P50(血 2・ 31)、 P57(配 7・ 8。 32・ 33)覆土から出上 している。 [遺物]配2須恵器杯片、配7・ 8土師

器不片、配31～ 33須恵器大甕片 (9世紀後半～10世紀初頭 )。

時期 柱穴覆土内から前述の遺物を出土しているが、いずれも廃棄後などの混入によると考えられる。遺構

の存続時期は不明であるが、遺構形態から近世～近代に所属すると考えられる。

SB02建 物跡

遺構 (第 10図、写真図版 5)

[位置・検出状況]調査区中央の 3D17グ リンド付近に位置する。 I層現耕作土層を除去 した後、Ⅱ層上面 (明

黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 した。遺構検出の結果、長方形プランに配列する柱穴を確認 したため遺

構と想定し、セクションベル トを設定して確認を行つた。各柱穴を掘 り下げの結果、検出面から深さ平均約

30.9 cmの ところで底面に達した。柱穴配置・平面形式などから建物跡と判断して精査を進めた。[重複関係 ]

プラン内で SB03建物跡と重複するが本遺構が旧期にあたる。また、SD04・ 06溝跡と重複関係にあるが、これ

も本遺構が旧期にあたる。 [規模・平面形式]掘立柱建物である。規模は桁行 515 clll、 梁行 288 cmの長方形プ

ランを呈する。床面積は推定で 14.83ポ (4.50坪)である。 [建物方位]N-60° ―W[覆 土]柱穴覆土はほぼ単

一層を呈し、黒褐色土主体である。また多くの場合、黄褐色粘土質土粒を微量～少量含む。 [柱間寸法]3.0

-18-



(0,τ)と 2と

l ⑩口 | 00)
を81

1 埒?1 暗)|

W乙
遁冠

―③

δ鐘

AO(ζ

l〉

P40  (〔:::)〉 P52

◎P298

◎碍20弾3③郵4
‐Ｇ
Ｆ

ヨ
鰺 鑑

〈
〇
．⇔
め
）
ユ
い
出
【

靴 鉾 悌
る Ⅲ

③
聯

Ｏ
ＩＰ

① P58
④弱1

≡
０
０
言
い
う
＝
ロ
ー
ー
止◎生Θ生――ザ上___

A
r卜 954中

“

I て発)|  イi手|;;  1  緩;  | 91
1 (&0)I

727(24.0)

第9図  d B01建物跡

0           1 180          3m

-19-



尺 (約 91 cm)を多用 しているが、3.5尺 (約 106 clll)・ 4.5尺 (約 136 clll)な ど様々な寸法を使用している。

[柱穴]本遺構に使用されたと考えられる柱穴は 11基である。柱は残存 していないため、廃棄時に抜去された

ものとみられる。[付属施設]隣接する SB01建物跡の付属施設として想定される。[建物の性格]規模及び平面

形式から付属屋 と考えられる。

遺物 なし。

時期 出土遺物が皆無なため不明であるが、隣接する SB01建物跡に付属すると考えられ、同時期の近世～近

代に想定される。

SB03建 物跡

遺構 (第 11図、写真図版 6)

[位置・検出状況]調査区中央の 3Elグ リッド付近に位置する。 I層現耕作土層を除去した後、コ層上面 (明

黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 した。遺構検出の結果、長方形プランに配列する柱穴を確認 したため遺

構 と想定し、セクションベル トを設定 して確認を行つた。各柱穴を掘 り下げの結果、検出面から深さ平均約

33.l clllの ところで底面に達した。柱穴配置 。平面形式などから建物跡と判断して精査を進めた。[重複関係 ]

プラン内で SB02建物跡と重複するが本遺構が新期にあたる。また、SD04・ 06溝跡と重複関係にあるが、これ

も本遺構が新期にあたる。遺構南側の柱穴 P104が SK03土坑と重複 してお り、切 られている。[規模・平面形

式]掘 立柱建物である。規模は桁行 1033 clll、 梁行 658 cmの 長方形プランを呈する。床面積は推定で 67.97

ピ (20.60坪)である。 [建物方位]唯20°  E[覆 土]柱穴覆土はほぼ単一層を呈し、黒褐色土主体である。

また多くの場合、黄褐色粘土質土粒を微量～少量含む。 [柱間寸法]6.2尺 (約 188 clll)・ 3.1尺 (約 94 cm)を

多用 している。[柱穴]本遺構に使用されたと考えられる柱穴は 39基である。このうち、P70。 84・ 104・ 107・ 110・

111・ 112・ 114,117・ 120・ 182・ 214。 216・ 299,302の 15基には柱材が残存してお り、いずれも柱材根元部分には加

工はされてなく円柱状である。P84・ 114。 182・ 216・ 299の 5基出土柱材について樹種同定を行つたところ、い

ずれもブナ科クリ属クリであるとの同定結果を得た。 [付属施設]遺構プラン内北西隅に SK07土坑が存在 し、

間仕切 り中央に配置されていることから、何らかの付属施設である可能性がある。 [建物の性格]規模及び平

面形式から主屋 と考えられる。

遺物 (第 23図 、写真図版 21)

[出土状況]P83(配37)覆土から出土している。 [遺物]配37須恵器大甕片。

時期 柱穴覆土内から前述の遺物を出土しているが、いずれも廃棄後などの混入によると考えられる。遺構

の存続時期は不明であるが、遺構形態から近世～近代に所属すると考えられる。また柱材を多く残存するこ

と、他遺構からはあまり検出されていないこと、他建物跡との重複関係から検出した建物跡の中では最も新

しヤ`とみられる。

SB04建 物跡

遺構 (第 12図、写真図版 6)

[位置・検出状況]調査区南西側の 2G15グ リッド付近に位置する。I層現耕作土層を除去 した後、Ⅱ層上面 (明

黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 した。遺構検出の結果、長方形プランに配列する柱穴を確認 したため遺

構と想定し、セクションベル トを設定 して確認を行つた。各柱穴を掘 り下げの結果、検出面から深さ平均約

27.4 cmの ところで底面に達した。柱穴配置・平面形式などから建物跡と判断して精査を進めた。[重複関係 ]
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プラン内で SB06建物跡 ≧、また遺構北側で SB05建物跡とも重複 しているが新旧関係は不明である。遺構北

側で S101竪穴住居跡 。SK01・ 02土坑と重複 しているが、本遺構が新期である。その他、多数のピットと重複

関係にあるが、新旧関係は不明である。 [規模・平面形式]掘立柱建物である。規模は桁行 924 cm、 梁行 606

cmの長方形プランを呈する。床面積は推定で 55.99留 (16.97坪)である。 [建物方位]N20°  E[覆 土]柱

穴覆土はほぼ単一層を呈し、黒褐色土主体である。また多くの場合、黄褐色粘土質土粒を微量～少量含む。[柱

間寸法]6.5尺 (約 197 clll)。 7.5尺 (約 227 cm)の ほか、5寸で割 り切れる様々な寸法を使用 している。 [柱

穴]本遺構に使用されたと考えられる柱穴は 30基である。柱は残存 していないため、廃棄時に抜去されたも

のとみられる。[付属施設]隣接する SB07建 物跡が付属施設として想定される。[建物の性格]規模及び平面形

式から主屋 と考えられる。

遺物 (第 21・ 23図、写真図版 19。 21)

[出土状況]P124(配40)、 P127(配9)覆土から出土している。 [遺物]配9土師器郭片、配40須恵器片 ?。

時期 柱穴覆土内から前述の遺物を出上しているが、いずれも廃棄後などの混入によると考えられる。遺構

の存続時期は不明であるが、遺構形態から近世～近代に所属すると考えられる。

SB05建 物跡

遺構 (第 10図、写真図版 7)

[位置・検出状況]調査区南西側の 2G4グ リッド付近に位置する。 I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面 (明

黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 した。遺構検出の結果、長方形プランに配列する柱穴を確認したため遺

構と想定し、セクションベル トを設定して確認を行つた。各柱穴を掘 り下げの結果、検出面から深さ平均約

46.l clllの ところで底面に達した。柱穴配置 。平面形式などから建物跡 と判断して精査を進めた。[重複関係 ]

遺構南側で SB04建物跡と重複 しているが、新旧関係は不明である。プラン内で SD03溝跡と重複 しているが、

本遺構が新期と考えられる。 [規模・平面形式]掘立柱建物である。規模は桁行 485 cm、 梁行 364 cllの長方形

プランを呈する。床面積は推定で 17.65笛 (5。 35坪)である。 [建物方位 ]卜 20° ■ [覆土]柱穴覆土はほぼ

単一層を呈し、黒褐色土主体である。また多くの場合、黄褐色粘土質土粒を微量～少量含む。[柱間寸法]4.0

尺を基準寸法としている。 [柱穴]本遺構に使用されたと考えられる柱穴は 17基である。このうち、P101に

は柱材が残存 していた。[付属施設]隣接する SB06・ 08建物跡が付属施設として想定される。[建物の性格]SB06

建物跡を主屋 とし、これに付属する小屋的な建物と考えられる。SB08建物跡も同じ性格と考えられるが、本

遺構 と同時期に存在 していたかは不明である。

遺物 (第 22図、写真図版 20)

[出土状況]P157(配 29)覆土から出上している。 [遺物]陥 29土師器甕片。

時期 柱穴覆土内から前述の遺物を出土しているが、いずれも廃棄後などの混入によると考えられる。遺構

の存続時期は不明であるが、遺構形態から近世～近代に所属すると考えられる。

SB06建 物跡

遺構 (第 13図、写真図版 7)

[位置・検出状況]調査区南西側の 2Glグ リンド付近に位置する。I層現耕作土層を除去 した後、Ⅱ層上面 (明

黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 した。遺構検出の結果、一部が調査区外へと延びる長方形プランに配列

する柱穴を確認 したため遺構 と想定し、セクションベル トを設定して確認を行つた。各柱穴を掘 り下げの結
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果、検出面から深 さ平均約 36.6 cllの ところで底面に達した。柱穴配置・平面形式などから建物跡 と判断して

精査を進めた。 [重複関係]遺構全体で SB04建物跡と重複 しているが、新旧関係は不明である。また、S101

住居跡 。SK01・ 02土坑と重複 しており、いずれよりも新期である。 [規模・平面形式]掘立柱建物である。規

模は調査区外に延びているため残存値であるが、桁行 (1,030)cm、 梁行 (300)以上cmの長方形プランを呈

すると考えられる。床面積は残存値で (30.9)ポ 以上 (936坪以上)である。 [建物方位]眸 28° ―E[覆土]

柱穴覆土はほぼ単一層を呈し、黒褐色土主体である。また多くの場合、黄褐色粘土質土粒を微量～少量含む。

[柱間寸法]6.0尺 (約 182 cm)・ 6.5尺 (約 197 cm)な どを使用 している。 [柱穴]本遺構に使用されたと考え

られる柱穴は 10基である。柱は残存 していないため、廃棄時に抜去されたものとみられる。[付属施設]隣接

する SB05。 08建物跡が付属施設として想定される。 [建物の性格]調査区外に架かつているため全体の平面形

式は不明であるが、規模から主屋的な建物と考えられる。本遺構に付属すると考えられるSB05,08建物跡は、

付属小屋的な建物と想定される。

遺物 (第 22図、写真図版 20)

[出 土状況]P43(N023)覆 土から出土している。 [遺物]N023土 師器甕片。

時期 柱穴覆土内から前述の遺物を出土しているが、いずれも廃棄後などの混入によると考えられる。遺構

の存続時期は不明であるが、遺構形態から近世～近代に所属すると考えられる。

SB07建 物跡

遺構 (第 14図、写真図版 8)

[位置・検出状況]調査区南西側の 2G10グ リンド付近に位置する。I層凱耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面 (明

黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 した。遺構検出の結果、長方形プランに配列する柱穴を確認 したため遺

構と想定し、セクションベル トを設定して確認を行つた。各柱穴を掘 り下げの結果、検出面から深さ平均約

47.6 cmの ところで底面に達した。柱穴配置 。平面形式などから建物跡と判断して精査を進めた。[重複関係 ]

遺構の一部が SB05建物跡と重複 しているが、新旧関係は不明である。また P31柱穴が SD03溝跡 と重複 して

おり、本遺構が新期である。 [規模・平面形式]掘立柱建物である。規模は残存値で桁行 530 clll、 梁行 275 clll

の長方形プランを呈すると考えられる。床面積は残存値で 14.58N以 上 (4.42坪以上)である。 [建物方

位]N-20° ■ [覆土]柱穴覆土はほぼ単一層を呈し、黒褐色土主体である。また多くの場合、黄褐色粘土質

土粒を微量～少量含む。 [柱間寸法]4.5尺 (約 135 clll)・ 3.5尺 (約 106 cm)な どを使用 している。 [柱穴]本

遺構に使用されたと考えられる柱穴は 7基以上である。柱は残存 していないため、廃棄時に抜去されたもの

とみられる。 [付属施設]隣接する SB04建物跡が付属施設として想定される。 [建物の性格]SB04建物跡を主

屋とし、これに付属する小屋的な建物と想定される。

遺物 なし。

時期 出土遺物が皆無なため不明であるが、隣接する SB04建物跡に付属すると考えられ、同時期の近世～近

代に想定される。

SB08建 物跡

遺構 (第 14図、写真図版 8)

[位置・検出状況]調査区中央の 2F17グ リッド付近に位置する。 I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面 (明

黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 した。遺構検出の結果、一部が調査区外へと延びる長方形プランに配列
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3 10YR2/2 黒褐色 粘性やや弱 しまりやや疎
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4 10YR2/2 黒褐色+10YR6/6明 黄褐色の混合土

粘性中   しまりやや密

第15図  S E01・ 02井戸跡
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する柱穴を確認 したため遺構 と想定し、セクションベル トを設定して確認を行つた。各柱穴を掘 り下げの結

果、検出面から深 さ平均約 23.8 clllの ところで底面に達した。柱穴配置 。平面形式などから建物跡と判断して

精査を進めた。 [重複関係]な し。 [規模 。平面形式]掘立柱建物である。規模は調査区外に延びているため残

存値であるが、桁行 (197)clll以上、梁行 258 clllの 長方形プランを呈すると考えられる。床面積は残存値で (5,08)

だ以上 (1.54坪以上)である。 [建物方位]N66° 割 [覆土]柱穴覆土はほぼ単一層を呈し、黒褐色土主体で

ある。また多くの場合、黄褐色粘土質土粒を微量～少量含む。[柱間寸法]6.5尺 (約 197 clll)。 8.5尺 (約 264

clll)な どを使用 している。 [柱穴]本遺構に使用されたと考えられる柱穴は 4基以上である。柱は残存してい

ないため、廃棄時に抜去されたものとみられる。 [付属施設]隣接する SB05・ 06建物跡が付属施設として想定

される。[建物の性格]SB06建物跡を主屋とし、これに付属する小屋的な建物と考えられる。SB05建物跡も同

じJ性格と考えられるが、本遺構 と同時期に存在 していたかは不明である。

遺物 なし。

時期 出土遺物が皆無なため不明であるが、隣接する SB06建物跡に付属すると考えられ、同時期の近世～近

代に想定される。

4.井戸跡 (SE)
計 2基検出した。井戸跡を説明するために、遺構の位置・検出状況、他遺構 溢の重複関係、遺構の形状及

び規模、覆土の状態、出土遺物、推定される形成時期について記載を行 う。
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SE01井 戸跡 (第 15図、写真図版 10)

[位置・検出状況]調査区中央西際の 2E2グ リッド付近に位置する。 I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面

(明 黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、調査区に架かる半円形の黒褐色プランを確認 した。 [重複関係 ]

なし。 [形状 。規模]平面形は残存値で (224)× (102)clllの 円形である。断面形は漏斗状で下半部はほぼ垂

直、上半部は公々に開く形状である。深さは 188 cmを測る。 [覆土]5層 に細分され、黒褐色土主体である。

下部は水分を多く含み、粘性が強い。堆積状況から人為堆積 ≧考えられる。 [出土遺物 (第 22図、写真図版

20)]N019須恵器壺片 ?、 配26土師器甕片。 [時期]詳 細な時期は不明であるが、建物跡に付属すると考え

られるため、近世に所属すると想定される。

SE02井 戸跡 (第 15図、写真図版 10)

[位置・検出状況]調査区北側の 4Bllグ リッド付近に位置する。 I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面 (明

黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、円形に拡がる黒褐色プランを確認 した。 [重複関係]な し。[形状・規

模]平面形は開口部 198× 193 clllの 円形である。断面形は下半部がほぼ垂直、上半部は開田部に向かつてやや

開く形状である。深さは 204 clllを測る。 [覆土]大きく3層 に分けられ、上半部は黒褐色土主体、下半部は褐

色土主体で構成される。下部で井戸枠 と見られる黛築部材を確認 している。堆積状況から人為堆積 と考えら

れる。[出土遺物]な し。[時期]不明であるが、形態から近世～近現代とみられ、近接する SB03建物跡との関

連が想定される。

5.」LJ先 (SK)
計 8基検出した。土坑を説明するために、遺構の位置・検出状況、他遺構 との重複関係、遺構の形状及び

規模、覆土の状態、出土遺物、推定される形成時期について記載を行 う。

SKO¬ 土坑 (第 16図、写真図版 9)

[位置・検出状況]調査区南西側の 2Glグ リンドに位置する。 I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面 (明黄

褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、楕円形に拡がる黒褐色プランを確認 した。[重複関係]S101住居跡。SK02

土坑と重複関係にあり、本遺構が新 しい。また、SB06建物跡 P30及び P25と 重複 しているが、これ らには切

られており本遺構が旧い。[形状・規模]平面形は 156× (110)clllの 精円形である。断面形は皿形で深さ 31.8

cmを測る。[覆土]黒色土主体の単一層で構成される。 [出土遺物 (第 21図、写真図版 19)]配 3須恵器郭片。

[時期]遺構の重複関係から平安時代以降、近世以前に想定される。

SK02土 坑 (第 16図、写真図版 9)

[位置・検出状況]調査区南西側の 2Glグ リッドに位置する。 I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面 (明黄

褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、精円形に拡がる黒褐色プランを確認 した。 [重複関係]S101住居跡と重

複関係にあり、本遺構が新 しい。また SK01土坑、SB06建物跡 P30及び P102と 重複 しているが、これらに切

られてお り本遺構が旧い。[形状・規模]平面形は 170× (130)cmの精円形である。断面形は皿形で深さ20.5

clllを測る。 [覆土]黒色土主体の単一層で構成される。 [出土遺物 (第 22・ 24図、写真図版 20。 21)]配 24土

師器甕片、配41陶器皿片。 [時期]遺 構の重複関係から平安時代以降、近世・近世以前に想定される。
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SK03土 坑 (第 16図、写真図版 9)

[位置 。検出状況]調査区中央西側の 2E15グ リッドに位置する。 I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面 (明

黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、円形に拡がる黒褐色プランを確認 した。[重複関係]SB03建物跡 P104

と重複 してお り、本遺構が旧い。 [形状 。規模]平 面形は 123× 1 1 0 clllの 円形である。断面形は皿形で深さ

31.4 cmを測る。 [覆土]黒色土主体の 2層で構成される。 [出土遺物]な し。[時期]重複関係から近世以降に想

定される。

SK04土 坑 (第 16図、写真図版 9)

[位置・検出状況]調査区中央西側の 2E14グ リンドに位置する。 I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面 (明

黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、円形に拡がる黒褐色プランを確認 した。 [重複関係]SK05土坑と重複

してお り、本遺構が新期である。[形状・規模]平面形は 80× 64 cmの 円形である。断面形は播鉢形で深さ43.2

cmを測る。 [覆土]黒色土主体の単一層で構成される。 [出土遺物 (第 23図 、写真図版 21)]配34須恵器大甕

片。 [時期]覆土内から遺物を出土しているが、本遺構の存続時期に関係するか不明である。

SK05土 坑 (第 16図、写真図版 9)

[位置・検出状況]調査区中央西側の 2E14グ リッドに位置する。 I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面 (明

黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、円形に拡がる黒褐色プランを確認 した。 [重複関係]SK04土坑と重複

してお り、本遺構が旧期である。[形状・規模]平面形は 159× 150 cmの 円形である。断面形は皿形で深さ29.8

clllを 測る。 [覆土]黒褐色土主体の単一層で構成される。 [出土遺物]な し。 [時期]不明である。

SK06土 坑 (第 16図、写真図版 9)

[位置・検出状況]調査区中央の 3D25グ リッドに位置する。 I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面 (明黄褐

色粘土質土)で遺構検出を実施 し、方形に拡がる混合土プランを確認 した。 [重複関係]な し。 [形状・規模]

平面形は 121× 119 cmの方形である。断面形は皿形で深さ 37.5 clllを 測る。 [覆土]3層 で構成される。混合土

中心に粘土質上が多いため、人為堆積 と考えられる。 [出土遺物]な し。 [時期]不明である。

SK07土 坑 (第 16図、写真図版 10)

[位置・検出状況]調査区中央西側の 3Dllグ リンドに位置する。SD04溝跡を精査後、円形に拡がる黒褐色プ

ランを確認 した。[重複関係]SD04溝跡と重複 してお り、本遺構が新 しい (精査は SD04溝跡精査後に行つた)。

[形状・規模]平面形は 102× 96 clllの 円形である。断面形は播鉢形で深さ 99.O clllを 測る。 [覆土]黄褐色粘土

質土がブロック状に混入する黒褐色土主体で構成される。 [出土遺物]な し。 [時期]出土遺物なく不明である

が、SB03建物跡プラン北東隅にあたり、何らかの関係性も考えられる。

SK08土 坑 (第 16図、写真図版 10)

[位置・検出状況]調査区中央の 3D25グ リンドに位置する。SD04溝跡を検出中に、方形に拡がる黒褐色プラ

ンを確認 した。 [重複関係]SD04溝跡と重複 してお り、本遺構が古い。 [形状・規模]平面形は 130× 126 cllIの

方形である。断面形は皿形で深さ 34.O cmを測る。 [覆土]2層で構成され、上部が黒褐色上の単一層、下部

が混合土である。堆積状況から人為堆積と考えられる。 [出土遺物]な し。 [時期]不明である。
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6.,寺跡 (SD)
計 6条を検出した。調査区南側にSD01～03溝跡の 3条、調査区中央を東西に走るSD04～06溝跡の 3条で

ある。いずれも形成時期の特定は困難であるが、遺構の配置と重複関係から調査区南側 SD01～ 03溝跡は SD04

～06溝跡よりも旧期にあたると見られる。溝跡を説明するために、遺構の位置・検出状況、重複関係、遺構

の形状及び規模、堆積状況、推定される形成時期について記載を行 う。

SD01溝 跡 (第 17図、写真図版 11)

[位置・検出状況]調査区南東側の 3F20・ 25、 3G4・ 5,9,10。 14。 15・ 19。 23。 24、 3H3・ 4・ 7・ 8。 12,13グ リッドに位置

する。 I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面 (明黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、直線状の溝形に

拡がる黒褐色プランを確認 した。[重複関係]遺構プラン南側 2/3か ら西方向に直角に延びる SD02溝跡が重複

しているが、覆上の状態及び規模から本遺構 と同時期に存在 していた可能性がある。 [形状・規模]平面形は

残存値で (2,030)× 158 clllの 溝形で、南端は調査区外へ延びている。断面形は浅い皿形を呈し、深さは 21.6

cIIlを測る。 [長軸方位]叶 18°  E[覆 土]黒褐色土主体の単一層で構成される。 [出土遺物]な し。 [時期]出土

遺物が皆無のため不明である。

SD02溝 跡 (第 17図、写真図版 H)

[位置 。検出状況]調査区南東側の 2G19・ 20。 25、 3H2・ 3、 3G16・ 2Ⅲ 22・ 23グ リッドに位置する。 I層現耕作土層

を除去した後、Ⅱ層上面 (明黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、直線状の溝形に拡がる黒褐色プランを

確認 した。[重複関係]遺構プラン東端が南北に走る SD01溝跡 と重複 しているが、覆上の状態及び規模か ら本

遺構 と同時期に存在 していた可能性がある。 [形状・規模]平面形は残存値で 760× 1 18 clllの 溝形で、東端は

SD01溝跡と接 している。断面形は浅い皿形を呈し、深さは 20.3 cmを 測る。 [長軸方位]時65° W[覆 土]黒

褐色土主体の単一層で構成される。 [出土遺物]な し。 [時期]出土遺物が皆無のため不明である。

SD03溝 跡 (第 17図、写真図版 12)

[位置 。検出状況]調査区南東側の 2F23・ 24・ 25、 2G4・ 5、 3F21,22・ 23、 3Gl・ 2・ 3グ リッドに位置する。 I層現耕

作土層を除去 した後、Ⅱ層上面 (明黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、直線状の溝形に拡がる黒色プラ

ンを確認 した。 [重複関係]遺構プラン東半 1/3の箇所に SB05,07溝 跡 P31が重複 してお り、本遺構が切 られ

ている。 [形状・規模]平面形は残存値で 1,020× 23 clxlの 溝形で、やや蛇行 している。断面形は浅い U宇形を

呈し、深 さは 14.5 cmを測る。[長軸方位]N90° ―W[覆土]黒色土主体の単一層で構成される。[出土遺物 (第

21図、写真図版 19)]配 4須恵器郵片、N06土師器郷片。 [時期]出土遺物が少量なため不明である。

SD04溝 跡 (第 18図、写真図版 12)

[位置・検出状況]調査区中央の 2D15。 20、 3DH・ 16・ 17。 18・ 22～ 25、 3E3～ 5。 10、 4El～ 3・ 6～ 9。 14グ リッドに位

置する。 I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面 (明黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施し、調査区を東西

にほぼ横断する溝形に拡がる黒褐色プランを確認 した。 [重複関係]遺構プラン西半が SB02・ 03建物跡と重複

関係にあり、いずれにも切られている。また、SK07土坑と重複 してお り、本遺構が旧い。SK08土坑 と重複 し

てお り、本遺構が新しい。 [形状・規模]平面形は残存値で (2,090)× 330 cmの溝形で、東に向かうほどに幅

が広 くなり、北側に曲線的にカーブする。遺構の東西は調査区外へと延びている。断面形は皿形を呈し、深

-32-



Ｄ。
計
ω

SD01・ 02

A                                                      A′

トーーL=94900m   引

SD01
1 10YR2/3黒 褐色 粘性やや弱  しまりやや密

明黄褐色粘土質小ブロック(径 1～ 2cm)2%散 在

SD01
1 10YR2/3黒 褐色 粘性やや弱 しまりやや密

明黄褐色粘土質ブロック(径 1～ 2cm)2%散 在

C
トーーL=94800m

SD02
1 10YR3/3暗 褐色 粘性やや弱 しまりやや密

明黄謁色粘土質小プロック(径 1～ 2cm)2～ 5%散在

0          1 :50          2 na

調査区外

十

許
翌

Ｃ
引

0 1 :100 4m

A                               A′

昨
9m叫

す
SD03
1 10YR1 7/1黒色 粘性やや弱 しまりやや密

含にぶい黄褐色粘土質ブロック(径 10Cm程度)5%

岸
ぎ 52鯉

駒

す
SD03
1 10YR2/1黒 色 粘性中 しまりやや窪

0 1 :50         2 rn 怒 ゝ

|

第17図  S D01～03溝跡

0          1 :100 4m

-33-



さは 55 clllを 測る。底面の遺構西半は浅いが、中央から東側は急に深 くなつている。[長軸方位]N62°  W[覆

土]4層 で構成され、黒褐色土主体である。また、自然堆積 と考えられる。 [出土遺物 (第 21・ 25図、写真図

版 19。 22)]配 10。 11土師器不片、配72陶器鉢片 (19世紀)、 N079剥片石器。 [時期]出土遺物が少量なため

不明であるが、SD04溝跡とほぼ同様の遺構形態をとるため、同時期と考えられる。

SD05溝 跡 (第 18図、写真図版 13)

[位置・検出状況]調査区南東側の 3C21・ 22、 3D2～ 5・ 8～ 10、 3D15、 4DⅢ 6～ 10。 11～ 14。 17・ 18グ リンドに位置

する。 I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面 (明黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、調査区を東西に

ほぼ横断する溝形に拡がる暗褐色プランを確認 した。[重複関係]な し。[形状・規模]平面形は残存値で (2,350)

×328 cmの溝形で、遺構西側 1/3付近から幅が拡張し深 さも増す。遺構東側 1/3付近から北側に急にカーブ

し調査区外へと延びる。断面形は皿形を呈し、深さは 46.9 cmを 測る。[長軸方位]N59°  W[覆 土]5層で構

成され、黒褐色土主体である。 [出土遺物 (第 22・ 25図、写真図版 20。 22)]No.30,35,38須恵器大甕片、

配68陶器甕片 (時期不明)。 [時期]出土遺物が少量なため不明であるが、SD04溝跡とはぼ同様の遺構形態を

とるため、同時期と考えられる。

SD06溝 跡 (第 18図、写真図版 13)

[位置・検出状況]調査区南東側の 2D5■ 0、 3Dl・ 6～ 8・ 12～ 15、 3D18～ 20、 4D16・ 17・ 21～23グ リンドに位置す

る。 I層現耕作土層を除去 した後、Ⅱ層上面 (明黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、調査区を東西にほ

ぼ横断する直線状の溝形に拡がる暗褐色プランを確認 した。 [重複関係]遺構プラン西半が SB02・ 03建物跡と

重複関係にあり、いずれにも切られている。 [形状・規模]平面形は残存値で (1,820)× 195 clllの溝形である。

断面形は皿形を呈し、深さは 25.6 cmを測る。 [長軸方位 ]N-62°  W[覆 土]2層 で構成され、上部が混合土、

下部が黒褐色土主体である。 [出土遺物]な し。 [時期]出土遺物が皆無のため不明であるが、重複関係から

SB02・ 03建物跡より旧い。

7.陥 し穴状遺構 (SKT)
計 9基を検出した。陥 し穴状遺構を説明するために、遺構の位置・検出状況、他遺構 との重複関係、遺構

の形状及び規模、覆上の状態、出土遺物、推定される形成時期について記載を行 う。

SKT01陥 し穴状遺構 (第 19図、写真図版 14)

[位置・検出状況]調査区中央西側の 2E18グ リッド付近に位置する。 I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面

(明黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、溝形に拡がる黒褐色プランを確認 した。 [重複関係]ピ ッ ト2基

と重複関係にあるが、本遺構が旧期である。 [形状・規模]平面形は 360× 43.5 cmの溝形であるc断面形はU

字形を呈し、深さ 65.2 clllを 測る。 [長軸方位]N2° ―W[覆土]2層 で構成され、黒褐色土主体である。下部

は、断面実測後にさらに掘 り下がつたため断面図はないが、明黄褐色粘土質土の壁面崩落土を挟んで底部に

黒褐色土が堆積 している。 [出 土遺物]な し。 [時期]出土遺物が皆無のため不明であるが、遺構形態から縄文

時代に想定される。
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SKT02陥 し穴状遺構 (第 19図、写真図版 14)

[位置・検出汰況]調査区中央西側の 3F16グ リッド付近に位置する。 I層現耕作土層を除去 した後、Ⅱ層上面

(明黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、溝形に拡がる黒褐色プランを確認 した。 [重複関係]重複関係は

ない。 [形状・規模]平面形は 410× 45 clllの 溝形である。断面形は U字形を呈し、深さ 67.9 clllを 測る。 [長軸

方位]卜 54° E[覆 土]黒褐色土主体の単一層で構成される。下部は、断面実測後にさらに掘 り下がつたた

め断面図はないが、明黄褐色粘土質土の壁面崩落土を挟んで底部に黒褐色土が堆積 している。 [出土遺物]な

し。 [時期]出土遺物が皆無のため不明であるが、遺構形態から縄文時代に想定される。

SKT03陥 し穴状遺構 (第 19図、写真図版 15)

[位置 。検出状況]調査区中央東側の 3G3グ リンド付近に位置する。 I層現耕作土層を除去 した後、Ⅱ層上面

(明黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、溝形に拡がる黒褐色プランを確認 した。[重複関係]な し。[形状・

規模]平面形は 312× 72 cmの 溝形である。断面形は U字形を呈し、深さ 104.7 cmを測る。 [長軸方位]N81°

―E[覆土]黒褐色土主体の単一層で構成される。下部は、断面実測後にさらに掘 り下がつたため断面図はな

いが、明黄褐色粘土質土の壁面崩落土を挟んで底部に黒褐色土が堆積 している。 [出土遺物]な し。 [時期]出

土遺物が皆無のため不明であるが、遺構形態から縄文時代に想定される。

SKT04陥 し穴状遺構 (第 19図、写真図版 15)

[位置 。検出状況]調査区南東側の 3G19グ リンド付近に位置する。 I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面

(明黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、溝形に拡がる暗褐色プランを確認 した。[重複関係]な し。[形状・

規模]平面形は 266× 60 clllの溝形である。断面形は U宇形を呈し、深さ 86.6 clllを 測る。 [長軸方位]卜 55° E

[覆土]2層 で構成され、暗褐色土主体である。下部は、断面実測後にさらに掘 り下がつたため断面図はない

が、明黄褐色粘土質上の壁面崩落土を挟んで底部に黒褐色土が堆積 している。 [出土遺物]な し。 [時期]出土

遺物が皆無のため不明であるが、遺構形態から縄文時代に想定される。

SKT05陥 し穴状遺構 (第 20図、写真図版 16)

[位置・検出状況]調査区北側の 4C3グ リッド付近に位置する。 I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面 (明

黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、溝形に拡がる黒褐色プランを確認 した。[重複関係]な し。[形状・規

模]平面形は 448× 35.5 clllの溝形である。断面形は U字形を呈し、深さ 59.2 clllを 測る。 [長軸方位]叶 79° W

[覆土]3層で構成され、黒褐色土主体である。下部には明黄褐色粘土質土の壁面崩落土が堆積 している。 [出

土遺物]な し。 [時期]出土遺物が皆無のため不明であるが、遺構形態から縄文時代に想定される。

SKT06陥 し穴状遺構 (第 20図 、写真図版 16)

[位置・検出状況]調査区北側の 4B23グ リッド付近に位置する。I層現耕作土層を除去 した後、Ⅱ層上面 (明

黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、溝形に拡がる黒褐色プランを確認 した。 [重複関係]な し。[形状・規

模]平面形は 288× 24 cmの 溝形である。断面形は U字形を呈し、深さ 59,l clllを 測る。 [長軸方位]叶 58° 却

[覆土]3層 で構成され、黒褐色土主体である。下部には明黄褐色粘土質土の壁面崩落土が厚 く堆積 している。

[出土遺物]な し。 [時期]出土遺物が皆無のため不明であるが、遺構形態から縄文時代に想定される。
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SKT07陥 し穴状遺構 (第 20図、写真図版 17)

[位置。検出状況]調査区北東側の 4B15グ リッド付近に位置する。I層現耕作土層を除去 した後、Ⅱ層上面 (明

黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、溝形に拡がる褐色プランを確認 した。[重複関係]な し。[形状・規模 ]

平面形は 307× 40.5 cllIの 溝形である。断面形は U字形を呈し、深 さ67.2 cmを 測る。[長軸方位]N93°  E[覆

土]2層 で構成され、上部が褐色土、下部が黒褐色土である。 [出土遺物]な し。 [時期]出土遺物が皆無のため

不明であるが、遺構形態から縄文時代に想定される。

SKT08陥 し穴状遺構 (第 20図、写真図版 17)

[位置・検出状況]調査区北東側の 4B13グ リッド付近に位置する。I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面 (明

黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、溝形に拡がる暗褐色プランを確認 した。 [重複関係]な し。[形状・規

模]平面形は 265× 25 cllの 溝形である。断面形は U字形を呈し、深さ 33.l clllを 測る。 [長軸方位]N63°  E

[覆土]2層 で構成され、黒褐色土主体である。下部には明黄褐色粘土質土の壁面崩落土が厚く堆積 している。

[出土遺物]な し。 [時期]出土遺物が皆無のため不明であるが、遺構形態から縄文時代に想定される。

SKT09陥 し穴状遺構 (第 20図、写真図版 18)

[位置・検出状況]調査区中央東側の 4D3グ リッド付近に位置する。 I層現耕作土層を除去した後、Ⅱ層上面

(明黄褐色粘土質土)で遺構検出を実施 し、溝形に拡がる黒褐色プランを確認 した。 [重複関係]遺構南側で

SD05溝跡と重複関係にあるが、本遺構が旧期にあたる。 [形状・規模]平面形は 310.5× 45 clllの 溝形である。

断面形は U字形を呈し、深 さ69.4 cmを 測る。[長軸方位]叶 93° E[覆 土]2層 で構成され、黒褐色土主体で

ある。下部には黄褐色粘土質土の壁面崩落土が厚 く堆積 している。 [出土遺物]な し。 [時期]出土遺物が皆無

のため不明であるが、遺構形態から縄文時代に想定される。

8.ピ ット (P)(附図1)

以上の項目の他に、ピットが計 156基検出されている。建物跡を想定 した検討を重ねたが、それを見出す

には至らなかつた。しかし、いずれも何らかの施設の柱穴として使用されたと見られる。平面形式はいずれ

も円形基調で規模には各々バラツキが見られるが、開口部径の平均値は 35。 7× 29.O cm、 底部径の平均値は

24.5× 19.4 clll、 深さの平均値は 22.l cm、 底部標高平均値 94.767mで ある。検出層位はいずれもⅡ層上面で、

時期を確定する出土遺物などはほとんどない。 したがつて、確定的な時期は不明であるが、覆上の状態など

から建物跡と同時期かあるいはそれよりも新しい時期に想定される。
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V 出土遺物

今回の調査で出上 した遺物の総量は、総遺物点数 165点・総重量 2,628gで 中コンテナ (281)約 1箱で

ある。遺物の内訳は須恵器、土師器、陶器、磁器 (以 上、遺物点数 162片・重量 2,607g)、 石器 (遺物点

数 1点 。重量 14.04g)、 銭貨 (遺物点数 2点・重量 6.92g)で ある。各遺物の器種を概観すると、須恵器は

郵類・重類・甕類 。大甕類、土師器は邦類・高台付郵類・奎類、陶器は皿類・碗類 。小碗類・壼類・甕類・

鉢類・橋鉢類、磁器は皿類・碗類・小碗類 。鉢類 。湯飲類・香炉類・徳利類が出上している。

1.土 器

土器は前述のようにまず A.須恵器、B.土師器に分類される。このうち、B.土師器はさらに 1.内面黒色処

理、2.内面非黒色処理に細分される。帰属時期はいずれも9世紀後半～ 10世紀前半に位置付けられる。

A.須 恵器 (第 21～ 23図、写真図版 19～ 21)

計 19点 を掲載、図示 した。器種は不類 (1～ 5)・ 壺類 (19?、 20)・ 竃類 (21?)。 大甕類 (30～ 39)・ 不明

(40)で ある。

不類はいずれもロクロにより製作されている。1は底面回転糸切 りで、口端は緩やかに外傾 しながら立

ち上がる。2は 口端が外反するが、底部は残存 しない。3～5は底面回転糸切 りの底部のみの残存である。

底径については 1が 7.8 clllと やや大きめであり、3～ 5については推定値で 5,1～ 5.6 clllに集中している。

口径は 1が 13.6 clll、 2が推定値で 14.8 clllで あるがその他は残存 しておらず傾向は掴めない。帰属時期は

いずれも9世紀後半～10世紀初頭 と見られる。

壺類はいずれもロクロにより製作されている。20は 口唇部が残存 しておらず細片である。19は壺類もし

くは瓶類 と見られるが不明である。

密類 と見られるのは 1点であるが、細片のため詳細は不明である。

大甕類は出土している全点を掲載、図示 しているが、このうち 31・ 35と 32・ 34は各々同一個体と見ら

れる。 口縁部破片は 30のみで、その他は体都破片である。31と 35は外面に網 目状のタタキロ、内面には

半円状の当て具痕が観察される。 32・ 34、 36は外面に網目状のタタキロ、内面に平行当て具痕、33・ 38・

39は内外面に平行タタキロ。当て具痕が見られる。37は外面にタタキロ、内面に半円状の当て具痕が見ら

れ、また外面には偶発的に灰釉様の自然釉が観察される。

不明としている 1点は底部破片であるが、細片であるため器種は特定できなかつた。器外面及び底面に

はヘラケズリがなされている。

B.土 師器

1.内 面黒色処理 (第 21・ 22図、写真図版 19。 20)

計 9点を掲載、図示 した。器種は 6～ 12が郵類、18が高台付不類、26が甕類である。

不類はいずれもロクロにより製作されている。6は唯一口縁から底都までの器形が観察できるもので、

内面はヘラミガキの後に黒色処理が施 される。 ミガキは底面から口縁に向けて縦位に行われてお り、底

面には回転糸切 り痕がある。7～ 12は回転糸切 り痕が観察される底部のみが残存 しているもので、Hの
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内面ロクロナデ以外はヘラミガキ調整後に黒色処理が施されるものである。傾向は底径のみで推定値

も含め 5.4～ 7.O cmの範囲に見られる。

高台付不類もロクロによる製作である。底都のみ残存であるが、ロクロでイ部分を作 り上げた後に高

台部分を後付 している。底径は 7.2 cmと 不類のなかではやや大きめである。

密類はロクロによる製作の長胴奏である。底面には停止糸切 り痕が観察され、内外面はロクロナデで

あり内面黒色処理されている。また、底径は 7.2 cmで ある。

2.内 面非黒色処理 (第 21・ 22図、写真図版 19・ 20)

計 12点 を掲載、図示 した。器種は 13～ 17がイ類、22～ 25。 27～29が 麦類である。

郭類はいずれもロクロによる製作である。13は底面回転糸切 りで、口端は緩やかに外傾 しながら立ち

上がる。15は 13と ほぼ同様の器形をしているが、底部を欠いている。14は前述の 13。 15よ り器高が

∽
■

Ｆ

・

ｒ
３

ｒ

ｆ
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l clll程度大きく、また口径は l cm程度小さい。底面は回転糸切 りで、内外面ともにロクロナデ、口端は

やや角度を持ちながら立ち上がる器形である。 13～ 15は S101住居跡 p3か らまとまつて出土しており、

同時期 と見られ 10世紀前半に位置付けられる。 16・ 17は底部のみが残存 したものである。法量のうち

底径を比較すると、14以外は 4.9～ 5.4 cmに集中する。14は 6.7 cmと その他 と l cm程度の開きがあり、

法量の面では他の 4点 と異なる。

甕類はいずれもロクロによる製作と見られるが、28は底部のみであるため不明である。22・ 23は長胴

甕の口縁都破片である。両者とも口端が大きく外反する器形を呈してお り、22は 口端から体部にかけて

公々に膨 らみ、23は 口端直下から膨 らむ器形 と観察される。24・ 25。 29は長胴篭の体部破片である。24

は器外面に下から上方向の縦位ヘラケズリと斜位ヘラナデ、器内面に横位・斜位ヘラナデ調整がなされ

る。25は器内外面に横位ハケメ調整後、横位・斜位ヘラナデ調整が施される。29は底部破片ともロクロ

ナデが見られる。27・ 28は底都破片でいずれも回転糸切 りと考えられるが、28は摩耗が著しい。また

28の底部内面には製作時のユビナデ痕が放射状に残つてお り、粘土を押 し広げた作業工程が読み取れる。

器外面には横位ヘラケズリ調整が見られる。

2.陶 磁器

A.陶器 (第 24・ 25図、写真図版21・ 22)

計 20片出土してお り、全点を掲載、図示 した。器種は飲食器の皿類 (41)・ 碗類 (48～ 56)。 小碗類 (64)。

鉢類 (72・ 73)、 貯蔵具の壺類 (66)・ 小形姿類 (67)・ 甕類 (68～ 70)・ 不明 (71)、 調理具の悟鉢類 (75)

である。

飲食器は、41の大堀相馬皿片 (19世紀 ?)、 48～ 50・ 54～ 56の 大堀相馬灰釉碗片 (18世紀)、 51の肥

前呉器手碗片 (17世紀 ?)、 52の東北系型紙刷絵碗片 (19～20世紀)、 53の 大堀相馬腰錆碗片 (19世紀 )、

64の肥前蛇目釉剥ぎ小碗片 (18世紀後半)、 72の在地系鉢片 (19世紀)、 73の 大堀相馬呉器手碗片 (18

世紀)である。

貯蔵具は、66の 陶器壺片 (時期不明)、 67の在地系小秦片 (時期不明)、 68の在地系 ?変片 (時期不

明 )、 69の大堀相馬密片 (18世紀)、 70の製作地不明養片 (20世紀 ?)、 71の東北系染付甕片 (時期不

明)である。

調理具は、75の肥前または美濃系播鉢片 (時期不明)である。

B.磁 器 (第 24・ 25図 、写真図版 21・ 22)

計 18片 出土してお り、全点を掲載、図示 した。器種は飲食器の皿類 (42～ 47)・ 碗類 (57～ 63)。 小碗

類 (65)。 鉢類 (74)。 湯飲類 (76)、 信仰具の香炉 ?(77)、 酒器の徳利 ?(78)である。

飲食器は、42の肥前染付皿片 (18世紀後半)、 43の在地系染付皿片 (時期不明)、 44の在地系 ?染付

皿片 (18世紀後半～19世紀)、 45の東北産 ?染付皿片 (時期不明)、 46の瀬戸もしくは肥前端反皿片 (19

世紀半ば)、 47の瀬戸もしくは肥前皿片 (19世紀半ば)、 57の肥前透明釉碗片 (18世紀後半～19世紀)、

58の染付碗片 (20世紀か ?)、 59の肥前灰釉碗片 (18世紀後半)、 60の東北産染付碗片 (19世紀)、 61

の肥前染付碗片 (18世紀 )、 62の大堀相馬灰釉碗片 (18世紀)、 63の染付碗片 (19～20世紀 ?)、 64の

肥前灰釉蛇 目釉剥ぎ小碗片 (18世紀後半)、 65の大堀相馬腰錆小碗片 (18世紀)、 74の平清水染付鉢 ?

片 (19世紀)、 76の在地系染付湯飲片 (19世紀)である。

信仰具は、77の東北産青磁香炉 ?片 (時期不明)である。
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酒器は、78の染対徳刺 ?片 (時期不明)である。

3.石 i暑二 (第 25図、写真図版 22)

計 1点出上しており、これを掲載、図示した。剥片石器で、器種はスクレイパ‐頚 179)である。土器

を伴つていないため詳細な帰属時期は不明であるが、縄文時代に位置付けられる.と
―みられる.9

カ部は左側縁から縁端部、右側縁下半都まで見ら―れ、刃角の平均値は 49.ば である。二次加エー|は腹面か

ら背面に押圧されており、片刃である。腹面にⅢ式鷺が発達している。

4.銭 貨 (第 25図、写真図版 22)

計 2点出土してぉり、これを掲載、図示した,計 2点は、熙寧元費 (真書)と天藩通費 (真書)である

180.・ 81)。 30は熙寧元賓 (真書)初鋳年 10鶴 年■北未銭、81は天穂通資 (真書)初鋳年 1017年 ,北宋

銭である。これらは回着した状態で一塊となつて出土した。
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骸
付

属
屋

30
尺

、
35

尺
、
45
尺

な

ど

14
83

N6
0°
 W

17
3,
18
4～

18
6,
27
3,
30
1,
30
3～

30
7

)8
03
よ
り
旧
 S
D0
4・

)6
よ
り
旧

近
世

～
近

現
代

3

3D
62
D1
5,
20
,2
4,
25

3D
H～

13
,1
6～

19
,2
1～

23

2E
4,
5,
8´

ヤ
10
,1
4,
15

3E
l～

3,
6,
7,
11
,1
2,
16
,1
7

Ⅱ
層

上
面

掘
立

柱
建

骸
キ

屋
10
33

52
尺

を
基

準
67
97

N2
0°

 E
70
,7
1,
73
,7
5,
77
,7
8
,8
0～

84
,1
04
～

10
7,
10
9～

12
0,
16
5,
16
6,
17
4,
18
0-

18
3,
21
4,
21
6,
29
9,
30
0,
30
2

SB
02
よ

り
新

SD
04
・

お
よ
り
新

近
世
～
近
現
代

(他

建
物
跡
よ
り
幾
分
新

し
い

)

fc
37
須

恵
器

大
甕

2F
21

2C
l～

3,
6～

8,
11
～

13
,1
6,
17

2G
21
,2
22
■

1

16
5,
10
,1
4,
15
,1
9,
20
,2
4,
25

Ⅱ
層

上
面

掘
立

柱
建

杉
キ

屋
92
4

60
6

65
尺

、
75
尺

な
ど

55
99

N2
0°

 E
1,
4,
5,
7～

16
,1
8,
27
,2
9,
10
2,
12
1～

12
4,
12
7,
13
4,
14
7,
1
48
,1
56
,2
20
,2
21
,3
19

SB
05
・

06
不

明
S1
01
、
SK
Or
02
よ

り

新

近
世

～
近

現
代

ほ
9土

師
器

イ
No
40
須

恵
器

?

5
2F
18
～

20
,2
2～

25

2G
2～

4,
9

Ⅱ
層

上
面

掘
立

柱
建

骸
付

属
屋

40
尺

を
基
準

17
65

N2
0°

 E
[7

31
,3
2,
36
-

41
,1
01
,1
39
,1
42
,1
44
,1
52
,1
54
,1
57
,1
87
,1
89

,B
04
不

明
SD
03
よ

,新
近

世
～

近
現

代
N0
29
土

師
器

甕

6

lF
25
 2
F2
1,
22

lG
5,
10
,1
4,
15
,1
9,
20
,2
4

2C
と

,6

Ⅱ
層

上
面

掘
立

柱
建

″
主

屋
(1
03
0)

60
尺
・
65
尺

な
ど

N2
♂
 E

19
,2
0,
21
,2
2,
23
,2
6,
28
,3
0,
43
,1
28

,B
04
不

明
S1
01
、

SK
01
・

02
よ

り
新

近
世

～
近

現
代

f0
23
土

師
器

甕

SB
7

2G
4,
9,
10
,1
3,
14
,1
5

Ⅱ
層

上
面

掘
立

柱
建

骸
付

属
屋

35
尺

、
45
尺

な
ど

14
58

N2
0°

 E
7

31
,1
49
,1
50
,1
51
,1
53
,2
82
,2
84

,B
05
不

明
SD
03
よ

9新
近

世
～

近
現

代
安
し

8
2F
ll
,1
21
5～

17
,2
1

Ⅱ
層

上
面

掘
立

柱
建

骸
付

属
屋

(1
97
)

25
8

65
尺

、
85
尺

な
ど

N6
6°
 h

4
42
,1
35
,1
38
,1
92

蛮
し

近
世

～
近

現
代

復
し



5ヲ
見

戸
跡

表

種
別

番
号

位
置

(グ
リ
ッ
ド

)
検

出
層

位

規
模

(c
n)

形
状

覆
上

の
状

況
重
複

関
係

出
土

遺
物

時
期

備
考

上
端

卜
'語

深
さ

底
部

標
高

(m
)

平
面

形
断

面
形

長
車

短
ヂ≧

i

短
軸

I
2E
2,
6,
7

Ⅱ
層

上
面

(2
24
)

18
80

93
30
5

円
形

漏
斗

形
'層

構
成

十
崩

落
後
し

No
 1
9須

恵
器

重
?

No
26
土

師
器

甕
近

世
?

建
物

跡
と
関
係

2
4B
ll
,1
2,
16
,1
7

Ⅱ
層

上
面

(1
70
)

20
40

92
86
0

円
形

漏
斗

形
,層

構
成
+埋

設
部

分
な

し
不

明

― ヽ Ю Ｉ

第
6表

土
坑

(S
K)
一

覧
表

種
別

番
号

位
置

(グ
リ
ッ
ド

)
検

出
層

位
覆

上
の
状

況
重
複

関
係

出
土

遺
物

時
期

備
考

深
さ

底
部

標
高

(m
)

平
面

形
断

面
形

長
軸

短
軸

長
軸

短
軸

1

lG
5 
2C
l 
lC
10

2G
6

Ⅱ
層

上
面

(1
10
)

94
80
0

精
円
形

皿
形

単
一

層
構

成
10
1よ

り
新

SK
02
よ

り
新

)2
5・

30
よ
り
旧

�
3須

恵
器

杯
近

世
以

前

2
Ⅱ

層
上

面
(1
30
)

94
94
5

楕
円

形
皿

形
単

一
層

構
成

10
1よ

り
新

SK
01
よ

り
旧

〕 1
02
よ
り
旧

転
24
土

師
器

甕
No
4

衛
器

皿
近

世
以

前

3
2E
9,
10
,1
4,
15

Ⅱ
層

上
面

94
71
3

円
形

皿
形

2
層

構
成

'1
04
よ

り
新

近
世

以
降

4
2E
14

Ⅱ
層

上
面

13
43
2

94
60
8

円
形

悟
鉢

形
単

一
層

構
成

,K
05
よ

り
新

屯
34
須

忘
器

大
甕

不
明

5
2E
14

巨
層

上
面

29
8

94
74
2

円
形

皿
形

単
一

層
構

成
,K
04
よ
り
十日

不
明

6
3D
25

■
層

上
面

94
46
0

方
形

皿
形

〕 層
棒

成
不

明

7
3D
l1
 3
D1
6

Ⅱ
層

上
面

99
0

93
88
8

円
形

搭
鉢

形
単

一
層

構
成

と
し

不
明

SB
03
建

物
跡

と
関

索
?

3D
25
4D
21
3E
5

4E
l

Ⅱ
層

上
面

12
6

94
37
0

方
形

皿
形

2層
構

成
不

明

第
7表

溝
跡

(S
D)
一

覧
表

種
別

番
号

位
置

(グ
リ
ッ
ド

)
検

出
層

位
種

類

規
模

(c
l)

形
状

覆
上

の
状

況
重

複
関

係
出

土
遺

物
時

期
備

考
上

端
下

端
最

深
部

底
部

標
高

lm
)

平
面

形
断

面
形

最
大

長
最

大
幅

最
大

長
最

大
幅

SD
I

3F
20
,2
53
G4
,5
,9
,1
0

3G
14
,1
5,
19
,2
3,
24

3H
3,
4,
7,
8,
12
,1
3

Ⅱ
層

上
面

溝
20
30

20
19

94
39
7

溝
形

皿
形

単
一

層
構

成
,D
02
と
同
時
期

不
明

SD
2

2G
19
,2
0,
25
3H
2,
3

3G
16
.2
1、

22
,2
3

Ⅱ
層

上
面

溝
75
0

94
50
5

溝
形

皿
形

単
一

層
構

成
,D
01
と

同
時

期
不

明

3

2F
23
,2
4,
25

3F
21
,2
2,
23
2G
4,
5

3G
l,
2,
3

Ⅱ
層

上
面

溝
10
20

94
78
6

溝
形

皿
形

半
一

層
構

成
,B
05
・

07
p3
1よ

り
旧

ほ
4須

恵
器

杯
N0
6土

師
器

邦
平

安
時

代
凱
01
と

の
関

係

4

2D
15
,2
0

3D
 l
l,
16
,1
7,
18
,2
2～

21

3E
3-
5,
10
 4
El
～

3,
6

～
9,
14

Ⅱ
層

上
面

溝
20
90

94
25
4

溝
形

皿
形

4層
構

成

SB
02
・

03
よ
り
旧

SK
07
よ
り
旧
 S
K0
8

よ
り
新

叱
10
土

師
器

イ
No
 H

土
師

器
杯

?N
07
2臨

器
鉢

No
79
石

器

近
世

以
降

5

3C
21
,2
23
D2
～

5,
8-

10
3D
15
 4
Dl
,6
～

10
,1
1-
14
4D
17
,1
8

Ⅱ
層

上
面

溝
23
50

94
38
8

溝
形

皿
形

5層
構

成
争
し

No
 3
0須

恵
器
大
甕

No
 3
5須

恵
器

大
甕

N0
38
須

忘
器

大
甕

?

No
68
陶

器
甕

近
世

以
降

6

2D
5,
10
 3
Dl
,6
～

8,
12

～
15
3D
18
～

20

4D
16
,1
74
D2
1～

23

Ⅱ
層

上
面

澪
18
20

25
6

94
29
2

溝
形

皿
形

2層
構

成
S8
02
・

03
よ
り
旧

不
明



第
8表

陥
し
穴

状
遺

構
(S
KT
)

表

観
ll

番
号

位
置

(グ
ツ
ン
ド

)
検
出
層
位

規
模

(c
m)

形
状

覆
上

の
状

況
重

複
関

係
出

土
遺

物
時

期
備

考
上

端
下

端
深

さ
底

部
標

高
(m
)

平
面

形
断

面
形

軸
鋤

SK
T

1
2E
14
,1
9

Ⅱ
層
上
面

36
00

38
60

12
5

39
0

94
66
5

溝
形

U字
形

2層
構

成
な

し
な

し
隠
文

時
代

SK
T

刀
F2
0,
25

〕F
12
11
6,
17
.2
1

I層
上
面

41
00

40
2.
0

63
0

94
86
0

溝
形

U寺
η
杉

単
一
層
構
成

な
し

な
し

隠
文
時
代

SK
T

3
3C
2,
3,
4,
7,
3,
9

Ⅱ
層

上
面

31
20

72
0

28
30

10
80

9&
68
0

溝
形

Ut
tη

杉
単
一
層
帯
成

な
し

な
し

敏
時

代

SK
T

4
3G
19
,2
0

Ⅱ
層

上
面

26
6.
0

60
0

24
81
0

33
.0

9&
74
0

溝
形

U宇
形

2層
構
成

争
し

な
し

蠅
文

時
代

SK
T

5
4C
2,
,,
4

狂
層

上
面

44
80

35
5

44
5.
0

55
5

94
36
5

梯
Ut
tη

レ
創
藪
構

成
な

し
張
し

電
文

時
代

SK
T

4B
23
,2
44
C4

Ⅱ
層

上
面

28
80

28
80

94
37
0

勒
じ
字

形
〕 層

構
成

と
し

縦
し

縄
文

時
代

SK
T

7
IB
14
,1
5

Ⅱ
層

上
面

30
70

28
40

94
.5
25

勘
U宇

形
2層

構
成

争
し

蟄
し

鶴
文

時
代

SK
T

tB
3,
12
,1
3

Ⅱ
層
上
面

26
50

25
0

25
8.
0

9■
69
5

溝
形

U字
形

〕 層
構
成

蟄
し

If
し

縄
文

時
代

SK
T

lD
3,
4,
5

Ⅱ
層

上
面

(3
10
5)

t2
83
0
)

62
0

94
24
0

溝
形

U言
つ
彰

】 層
構

成
5D
o5
よ

り
旧

空
し

縄
文
時
代

― り ０ １



第 9表  ピット(P)一 覧表

種別 番 号
帰属遺構

位置 (グリンド) 検出層位

規模 (cm)

出土遺物 時期端 下端
深 さ 底部標 高 (m)

種月J 番 号 長 軸 短 軸 長 軸 短 軸

P と 4 Ⅱ層上面 350 50 94816 近世～近現代

P 2 2G21 Ⅱ層上面 270 143 94925 近世～近現代

P 3 2G22 Ⅱ層上面 205 190 145 94977 近世～近現代

P 4 4 Ⅱ層上面 近世～近現代

P 4 Ⅱ層上面 470 420 230 94742 近 世～近現代

P 2G13 Ⅱ層 上面 420 近世～近現代

P 7 4 Ⅱ層上面 94768 近世～近現代

P 8 4 Ⅱ層上面 260 250 近世～近現代

P 4 2Hl Ⅱ層上面 280 94710 近 世～近現代

P 4 2G22 Ⅱ層上面 410 285 94642 近世～近現代

P 4 Ⅱ層上面 94632 近世～近現代

P 2G12 Ⅱ層上面 280 317 94771 近世～近現代

P 4 Ⅱ層上面 290 94696 近世～近現代

P 4 Ⅱ層上面 270 94822 近世～近現代

P 4 Ⅱ層上面 94850 近世～近現代

P 2G16 Ⅱ層上面 94824 近世～近現代

2G16 Ⅱ層上面 31 5 210 19 5 158 94922 近世～近現代

P 2G7 Ⅱ層上面 94733 近世～近現代

6 Ⅱ層上面 333 94755 近世～近現代

P 6 Ⅱ層上面 400 286 94860 近世～近現代

P 21 6 Ⅱ層上面 280 94695 派世～近現代

P 6 Ⅱ層上面 330 94703 近世～近現代

P 6 Ⅱ層上面 423 94685 浙世～近現代

P Ⅱ層上面 270 220 242 94862 近世～近現代

P Ⅱ層上面 370 270 134 94968 所世～近現代

P 6 C2瑠 Ⅱ層上面 94745 近世 ～近現代

P 4 Ⅱ層上面 94830

P 6 Ⅱ層上面 94730 近世～近現代

P 4 Ⅱ層上面 328 94790

P 6 2G】 Ⅱ層上面 390 94702 近世～近現代

P 5 Ⅱ層上面 560 620 455 94609

P 5 2F24 Ⅱ屠上面 445 400 94440 近世 ～近現代

P 2F23 I層 上面 495 94953

P Ⅱ層上面 460 340 94978 近世～近現代

P Ⅱ層上面 94705 近世～近現代

P 5 2F18 Ⅱ層上面 320 94667 近世～近現代

P 5 2F24 Ⅱ層上面 570 94722

P 5 2F25 Ⅱ層上面 235 94658 近世～近現代

P 5 2F20 Ⅱ層上面 17 5 165 94470

P 5 Ⅱ層上面 0 428 94670 近世～近現代

P 5 2F18 Ⅱ層上面 370
P 8 2F21 Ⅱ層上面 0 440 395 94 945 近世～近現代

P 6 2F21 Ⅱ層上面 670 520 450 441 94704

P 2F22 Ⅱ層上面 314 94772 近世～近現代

P 騒層上面

P Ⅱ層上面 94845 近世～近現代

P Ⅱ層上面 0

P 3E17 Ⅱ層上面 94690 近世～近現代

P 3E17 Ⅱ層上面 94720

P Ⅱ層上面 630 400 94690 近世～近現代

P 3F6 Ⅱ層上面 170 120 130 不 明 不 明

P 3F2 Ⅱ層上面 500 94485 近世～近現代

P 3F2 Ⅱ層上面 所世～近現代

P 3E22 Ⅱ層上面 350 94445 近世～近現代

P 3E17 Ⅱ層上面 350 270 230

P Ⅱ層上面 94440 近世～近現代

P Ⅱ層上面 530 94415

P 3F7 Ⅱ層上面 470 270 不 明 不明 近世～近現代

P 3E23 Ⅱ層上面 370 270

P 3E23 工層上面 870 94715 近世～近現代

P t 3F8 こ層上面 不 明 不 明

P 1 3E24 Ⅱ層上面 285 94440 近世～近現代

P t 3E20 Ⅱ層上面 94550

P 1 Ⅱ層上面 不 明 不 明 近世～近現代

P t 3F10 Ⅱ層上面 300 94350

P 1 I層 上面 520 94250 世 ～近現代

P t 3E25 I層 上面 620 490 462 94191

P 1 Ⅱ層上面 382 94240 世～近現代

P t Ⅱ層上面 94563 近世～近現代

P Ⅱ層上面 600 94615 ～近現代

P 3 Ⅱ層上面 54605 近世～近現代

P 72 Ⅱ層上面 94950

P 73 3 I譴上面 325 94640 近世～近現代

P Ⅱ層上面 94765

P SB 3 Ⅱ層上面 94811 近世～近現代

P 3E12 Ⅱ層上面 360 94845

P 77 SB 3 3E12 Ⅱ層上面 70 94825 近世～近現代

P 3 2E5 Ⅱ層上面 630 94737 汗世～折現代

P 2E5 Ⅱ層上面 320 250 297 94755 近世～近現代

P 3 Ⅱ層上面 94693

P 3 Ⅱ層上面 580 94697 世～近現代

-51-



種別 番 号
帰属遺構

位置 (グリッド) 検出層位

硯模 (cm

出土遺物 時期上 端 端
深 さ 底部標高 (m)

種 別 番 号 長軸 短 軸 長 軸 短 軸

P 3 I層上面 332 94665
P 3 3E7 Ⅱ層 上面 220 94757 近世～近現代

P 3 Ⅱ層 L面 94320
P Ⅱ層 上面 94674 近世～近現代

P Ⅱ層 L而 750 94657 叱5須煮器第

P 3E14 Ⅱ層上 面 520 262 94520 近世～近現代

P 3E3 Ⅱ層 L面 94525
P 3E3 Ⅱ層 上面 94455 近世～近現代

P 3E8 Ⅱ層 卜而 94530
P Ⅱ層上面 94710 近世～近現代

P Ⅱ層上面 340 320 320
P 3E10 Ⅱ層上 面 94355 近世～近現代

P 3E10 Ⅱ層上面 370 280 400 94375

P 3F7 Ⅱ層上 面 110 不 明 不 明 近世｀近現代

P 3F13 Ⅱ層上面 110 不 明 不 明

P [層上面 不 明 不 明 近世 ～近現代

P 3F15 Ⅱ層上面 不 明 不 明

P 3F10 I層 上 面 180 94546 近世～近現代

P Ⅱ層上面 94540
P 5 2F22 ■層 上面 440 94745 近世～近現代

P 4 ■層上面 480 190 353 94758

P 1 4E16 I層上面 94515 近世～近現代

P 3 2E15 Ⅱ層上面 94745

P 3 2810 I層上 面 580 94625 近世～近現代

P 3 Ⅱ層上面 560 480 94637 所世～近現代

P 3 I層上面 94858 近世～近現代

P I層上面 670 94982 汗世～近現代

P SB 3 2D24 Ⅱ層上面 94945 近世～近現代

P 0 SB 3 2D25 Ⅱ層上面 530 500 94885 所世～近現代

P 1 SB 3 ■層 上面 585 520 94702 近世～近現代

P 2 SB 3 3Dll Ⅱ層上面 570 550 94685 汗世～近現代

P 3 SB 3 I層上面 520 94802 近世～近現代

P SB 3 3Dll Ⅱ層上面 530 210 94516 近世～近現代

P 5 SB 3 3D12 I層上面 560 310 近世～近現代

P 6 SB 3 3D12 ■層上面 270 230 近世～近現代

P 7 SB 3 3D12 ■層 上面 330 94518 近世～近現代

P SB 3 3D18 ■層上面 340 94658 近世～近現代

P 9 SB 3 3D19 Ⅱ層上面 310 94605 近世～近現代

P SB 3 Ⅱ層 L面 380 330 94525 近世～近現代

P 1 4 Ⅱ層 上面 320 220 95011 近世～近現代

P 4 Ⅱ層 L而 280 200 165 230 94920 近世～近現代

P 4 Ⅱ層 上面 270 200 95080 近世～近現代

P Ⅱ層 L而 220 265 94795 近世～近現代

P Ⅱ層 上面 330 94681 近世～近現代

P Ⅱ層 上面 260 226 94884 近世～近現代

P 4 Ⅱ層 上面 500 94885 近世～近現代

P 6 2F22 Ⅱ層上面 330 275 230 13 1 94964 近世～近現代

P 2F2 Ⅱ層 上面 95050 平安時代

P Ⅱ層上面 240 170 平安時代

P 2F2 ■層 上面 230 113 94995 平安時代

P I層上面 平安時代

P I層上面 250 95080 平安時代

P 4 2F21 Ⅱ層上面 380 近世～近現代

P 8 2F16 Ⅱ層 上面 320 209 近世～近現代

P 2Fll I層上面 230 94970 涯世～近現代

P 2F12 I層上面 240 230 94928 近世～近現代

P 138 8 2F12 Ⅱ層上面 460 340 260 94817 汗世～近現代

P 139 5 Ⅱ層 上面 420 300 250 604 94476 近世～近現代

P 140 2F14 Ⅱ層上面 5 94870 折世～近現代

P 2F19 I層上面 225 近性～近現代

P 142 5 2F19 Ⅱ層上面 0 95018 折世～f現代

P 2F18 Ⅱ層上面 近世～近現代

P 144 5 2F23 Ⅱ層上 面 360 94544 折 tL～√現代

P Ⅱ層上面 230 94960 近世～近現代

P 146 ■層 上面 94950 折世～汗現代

P Ⅱ層上面 350 172 94924
P 148 4 2C22 Ⅱ層 上面 125 94922 折 tF～折現代

P 149 7 2G13 Ⅱ層上面 94620 近世～近現代

P 150 7 2C14 Ⅱ層上 面 94686 近世～近現代

P 7 2C9 Ⅱ層上面 550 94342 近世～近現代

P 5 Ⅱ層上面 94557 近世～近現代

P 7 Ⅱ層上面 470 360 94541 近世～近現代

P 154 5 2G4 Ⅱ層上面 350 259 828 94250 近世～近現代

P 2C8 Ⅱ層上面 275 94537 所世～近現代

P 156 Ⅱ層 上商 280 230 近世～近現代

P 5 Ⅱ層上面 330 295 94790 折世～近現代

P 158 Π層上 面 240 180 94965 近世～近現代

P 159 2E24 Ⅱ層上面 230 190 200 94860

P 160 2E19 ■層上面 250 200 392 94660 近世～近現代

P 2E19 Ⅱ層 上面 220 94832 折世～折現代

P 162 2E17 Ⅱ層上面 200 150 94986

P 2E8 Ⅱ層上面 250 170 94753 折世～折規代
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種 別 番 号
帰属遺構

位 置 (グリッド) 検 出層位

規模 (cn)

出土遺物 時 期上端 下端
深 さ 底部標高 (m)

お曇男可 番 号 長 軸 短軸 長軸 短軸

P 2E8 Ⅱ層上面 95036 近世～近現代

P 3 Ⅱ層上面 95010

P 3 2E9 工層 上面 94893 近世～近現代

P 2E4 工層 上面 250 94776 所世～折現代

P 2D24 Ⅱ層 上面 230 220 170 94828 近世～近現代

P 169 Ⅱ層上面 270 225 120 94868 汗世～折現代

P Ⅱ層 と面 280 190 360 94725

P 2D19 Ⅱ層 上面 94865 汗世～折現代

P 2D25 Ⅱ層 L面 380 94945 近世～近現代

P 2D25 Ⅱ層 上面 520 94880 所世～折塀代

P 3 Ⅱ層 L雨 590 295 94720

P Ⅱ層 上面 240 170 94825 汗IH～折現代

P Ⅱ層
「

面 220 175 65 94945 近世～近現代

P 382 Ⅱ層 上面 65 94885 近世～近現代

P Ⅱ層上面 210 0 94925 近世～近現代

P Ⅱ層上面 0 94855 近世～近現代

P 3 3D22 Ⅱ層上面 550 94740

P 3 3D22 I層 上面 370 94670 近世～近現代

P 3 3D22 I層 上面 560 540 94358

P 3 3D16 【層上面 94717 近世～近現代

P 2 3D23 Ⅱ層上面 320 94520

P 2 3D17 E層上面 140 94555 近世～近現代

P 2 3D16 Ⅱ層上面 360 100 94450 近世～近現代

P 5 I層 上面 370 94628 近世～近現代

P ■層上面 355 94605 近世～近現代

P 5 2C3 ■層 上面 320 94804 近世～近現代

P ■層上面 400 356 94613 近世～近現代

2F18 ■層 上面 200 94870 近世～近現代

8 Ⅱ層上面 230 272 94885 近世～近現代

2F10 I層上面 205 94974 近世～近現代

P Ⅱ層上面 HO 94862 近世～近現代

2F5 旺層上面 31 0 94706 近世～近現代

P Ⅱ層上面 120 94866 近世～近現代

2F9 Ⅱ層上面 ■ 0 94985 近世～近現代

P 2F10 Ⅱ層上面 240 230 150 226 94895 近世～近現代

199 1 3E8 圧層上面 220 94395 近世～近現代

P 1 3E8 Ⅱ層上面 860 200 58 5 94265 近世～近現代

P 3E15 Ⅱ層 上面 94520 近世～近現代

P 1 I層 上面 990 700 94345 近世～近現代

203 4Ell Ⅱ層上面 990 550 94425 近世～近現代

P 1 Ⅱ層上面 250 94400 近世～近現代

P 205 Ⅱ層 上面 990 530 94615 近世～近現代

P I層上面 760 220 94488 No 54・ 55陶器続 近世～近現代

P H層 上面 220 150 94950 近世～近現代

P ■層 上面 270 94700 近世～近現代

P 3F16 ■層 上面 580 270 94936 近世～近現代

P 3F16 Ⅱ層上面 94976 汗世～近現代

P 2E20 Ⅱ層 上面 250 94840 近世～近現代

2E20 Ⅱ層上面 320 94670 Wo 12+節撃杯 江世～近現代

P 2E20 Ⅱ層 上面 94725 近世～近現代

3 3D19 Ⅱ層上面 550 94485 汗世～近現代

P 3D24 Ⅱ層 上面 250 150 94505 近世～近現代

P 3 Ⅱ層上面 730 555 94420 汗世～訴現代

P 3Fll Ⅱ層 上面 94720 近世～近現代

P Ⅱ層上面 95024 汗世～訴現代

P Ⅱ層 上面 95034 近世～近現代

P 4 Ⅱ層上面 300 133 95008 汗世～折現代

P lG15 Ⅱ層上面 94805 近世～近現代

P 222 2C17 Ⅱ層上面 860 245 汚世～折現代

P 223 2E13 Ⅱ層上面 94895 近世～近現代

P Ⅱ層 上面 230 汚世～折現代

P 225 2E14 Ⅱ層上面 210 94910 近世～近現代

P 2E25 Ⅱ層上面 0 94845 近世～近現代

P 3E21 Ⅱ層上面 270 240 150 365 近世～近現代

P 228 2E25 Ⅱ層上面 0 94740 近世～近現代

P 229 Ⅱ層上面 94744 近世～近現代

P Ⅱ層 上面 320 0 94570 近世～近現代

P Ⅱ層 L雨 94700 近世～近現代

P Ⅱ層上面 0 94820 近世～近現代

P Ⅱ層上面 230 146 94827 汗世～近現代

P Ⅱ層 上面 200 170 5 94865 近世～近現代

P Ⅱ層上面 160 186 94821 所世～予現代

P 2E10 Ⅱ層上面 225 H5 94582 近世～近現代

P 2E10 Ⅱ層上面 500 372 汗世～折現代

P 2E9 Ⅱ層上面 94623 近 世～近現代

P 2E9 Ⅱ層上面 94623 所世～折現代

P 2E9 Ⅱ層上面 94844 近世～近現代

P Ⅱ層上面 94972 近世～近現代

P Ⅱ層上面 220 94935 近世～近現代

P 243 Ⅱ層上面 175 94896 近世～近現代

P Ⅱ層 L雨 150 0 94924 近世～近現代

P 2D25 Ⅱ層上面 94840 近世～近現代
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種 別 番 号
帰属遺構

位置 (グリッド) 検出層位

規模 (c正

出土遺物 時 期端 端
深 さ 底部標高 (m)

種 別 番 号 長 軸 短 軸 長軸 短 軸

P Ⅱ層 上面 94990 近世～近現代
P 2D20 Ⅱ層上面 94915
P 248 Ⅱ層 上面 165 94975 近世～近現代
P 249 Ⅱ層上面 180 94965
P Ⅱ層 上面 190 94852 近世～近現代
P Ⅱ層上面 94785 汗世～折現代

P Ⅱ層 上面 125 0 94890 近世～近現代

P 3E22 Ⅱ層上面 折世～折環代

P 3D17 Ⅱ層上面 550 94505 近世～近現代

Ⅱ層上 面 94736 所世～折現代

P 3C22 Ⅱ層上 面 94764 近世～近現代

P Ⅱ層 上面 94708
P Ⅱ層上面 94565 近世～近現代

259 Ⅱ層 上面 400 94565 汗世～折現代

P Ⅱ層上面 120 95082 近世～近現代

Ⅱ層上面 11 3 95027
2F13 Ⅱ層 上面 170 180 94976 近世～近現代

2F9 Ⅱ層上面 と70 94863 折世～折現代

P 2F4 Ⅱ層 上面 230 94987
265 2E20 Ⅱ層上面 240 230 130

2E19 Ⅱ層 上面 94720 近 世～近現代

P 267 2E20 Ⅱ層上面 200 170 94810 折世～汗現代

2E15 Ⅱ層 上面 760 94835 近世～近現代

P 狂層上面 HO 94687 No25+師器華
工層上面 270 94788

P Ⅱ層上面 270 94748
289 Ⅱ層上面 近世～近現代

P 2 3D16 Ⅱ層上面 94568 折世～テ現代

P 4E12 Ⅱ層 上面 300 94450 近世～近現代

P 275 4Ell Ⅱ層上面 94590
P Ⅱ層 上面 94585 近世～近現代

P Ⅱ層上面 94580
P ( 3E10 Ⅱ層 上面 270 94568 近世～近現代

P Ⅱ層上面 560 450 350 94380 所世～折現代

P Ⅱ層 上面 265 220 94526 近世～近現代
P 2C18 Ⅱ層上面 94792 汗世～テ現代

P 7 2C15 Ⅱ層 上面 420 94673 近世～近現代
P 2G20 Ⅱ層上面 41 1 94540 汗世～折現代

P 7 2C15 Ⅱ層 上面 460 94473 近世～近現代
P 285 2C10 I層 上面 38 5 235 94467 汗世～ iF現代

P 3G7 Ⅱ層 上面 560 500 355 250 94563 近世～近現代
P 3Gll Ⅱ層上面 370 165 汗世～ Xtr現代

288 Ⅱ層 上面 250 94765 近世～近現代
P 289 Ⅱ層上面 肝世～所現代

P 3E22 Ⅱ層上面 94710 近世～近現代
P Ⅱ層上面 肝世～子現代

P 292 Ⅱ層 上面 220 H0 117 94550 近世～近現代
P Ⅱ層上面 110 94635 所世～近現代

P Ⅱ層 上面 230 365 94640 近世～近現代
P 295 Ⅱ層上面 160 155 94625 折世～所現代

P 1 Ⅱ層 上面 260 170 160 375 94550 近世～近現代
P Ⅱ層上面 94470
P 1 3E10 Ⅱ層 上面 425 94315 近世～近現代
P 299 3 Ⅱ層上面 94574
P 3 3D23 Ⅱ層 上面 近世～近現代
P 2 3D23 Ⅱ層上面

P 3 3D17 Ⅱ層 上面 670 532 近世～近現代
P 2 3D12 Ⅱ層上面 360 94535
P 2 3D12 Ⅲ層上面 94580 近世～近現代
P 2 3D13 Ⅲ層上面 380
P 306 2 3D13 Ⅲ層上面 94470 近世～近現代
P 2 3D19 Ⅱ層上面 430 94630
P 308 Ⅲ層上面 94805 近世～近現代

P 309 3D25 Ⅱ層 上面 94660
P Π層上面 94505 近世～近現代

P 4E13 Ⅱ層 上面 160 94335 近世～近現代

P 4E13 Ⅱ層上面 165 94320 近世～近現代

P 4E13 Ⅱ層 上面 340 233 94217 汗世～折現代

P 4E12 Ⅱ層上面 94375 近世～近現代

P 315 4Ell Ⅱ層上面 350 94510 近世～近現代
P 4E16 Ⅱ層 ■而 150 94456 近世～近現代

P I層上面 95034 近世～近現代
P lF25 Ⅱ層上面 11 5 95028 涯世～近現代

P 4 2G2 Ⅱ層上面 385 94712 近世～近現代

P Ⅱ層上面 94485 肝世～折現代

P Ⅱ層上面 11 5 94955 近世～近現代
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Ⅵ まとめ

今回の調査で見つかつた遺構 と遺物は、住居跡 1棟、竪穴遺構 1棟、建物跡 8棟、井戸跡 2基、土坑 8

基、陥し穴状遺構 9基、溝跡 6条、ピット156基、総遺物点数 165点・総重量 2,628gで 中コンテナ (281)

約 1箱である。遺物の内訳は須恵器、土師器、陶器、磁器 (以上、遺物点数 162点 。重量 2,607g)、 石器

(遺物点数 1点 。重量 14.04g)、 銭貨 (遺物点数 2点・重量 6.92g)である。

ここでは、遺構 と遺物のそれぞれのまとめと関係性を考察する。

1 縄文時代

今回の調査で縄文時代に所属すると考えられる遺構は陥し穴状遺構 9基である。この 9基はいずれも近

年の水田造成などにより遺構上部についてはかなり削平されているものと考えられる。よつて、検出した

遺構の形成時期には深 さがもつとあつたと考えられるが推定は出来ない。詳細な所属時期は縄文土器など

の二次的流入物がないこと、火山灰などの鍵層を持たないことから時期細分は出来ない。

陥し穴状遺構は縄文時代の生業の一つである狩猟に係わる遺構で、陥 し穴を用いた罠猟の存在を示す証

拠である。陥 し穴研究は 1960～ 70年代にかけて活発 となり、神奈川県霧ヶ丘遺跡の調査による体系的な分

析により資料的価値が位置付けられた (今村 1973)。

陥し穴の呼称については各地で様々に呼ばれてお り、溝状の平面形で北海道を中心に東北に主分布域を

持つ 「Tピ ット (溝状 ピッ ト)」 や精円 。円形の平面形で中部・関東、東北などに主分布域をもつ「陥し穴

土坑」があるが、本稿では 「陥し穴状遺構」を用いている。

今回の調査で検出した陥し穴状遺構はいずれも平面形が溝形、断面形は U宇形を呈している。長軸の最大

は SKT05陥 し穴状遺構で 448 clll、 最小は SKT08陥 し穴状遺構で 265 cmである。長幅比は短軸が崩落してい

ることが考えられることから一概には言えないが、長軸 :短軸比で 7～ 1211、 小型 となると4:1で ある。

底都施設はいずれも存在 しない。覆土の状況はいずれも黒褐色を主体 とし、ほぼ同時期に埋没 したと考え

らオLる。

配置性については大きく3つの列配置が見られ、ほぼ等間隔に構築 されている。3列配置の内訳は①SKT01

～04陥 し穴状遺構 の 4基で構成され、北西から南東 (N33° ―W)にかけて列配置されるもの、②SKT05,08・

09陥 し穴状遺構の 3基で構成され、北から南 (N-7° ―W)にかけて列配置されるもの、③SKT06・ 07陥 し穴状

遺構 の 2基で構成 され、北北東から南南西 (N22° ―E)にかけて列配置されるものである。これらはいずれも

調査区外から配置されたものとみられる。しかし、調査区が全面に渡つて (特に西側)ほぼ平坦に削平され

ているため等高線 との関係は見出しにくい。3列のうち、①列 と②及び③列のいずれかは同時存在 してい

た可能性があるが、②列と③列は配置的にかなり近接 しているため前後 した時期に構築されていたと考え

らヤLる。

縄文時代と見られる遺物は剥片石器のスクレイパー類を 1点出上 しているのみであり、時期の特定は出

来ない。

以上のことから、縄文時代の本調査区を含む南 日詰遺跡東側は罠猟を含む狩猟活動を主体とした生業が

なされていたとみられる。
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2.平安時代

今回の調査で平安時代に所属すると考えられる遺構は住居跡 1棟である。調査区南西側に位置するが、

近年の水田造成などにより遺構上部については著しく削平されている。住居壁面は残存せず床面も削平の

影響を受けているが、僅かに壁溝が残存することからプランを確認した。

遺構プランはおそらく隅丸方形を呈しており、一辺が約 460 clll前 後をなしている。カマ ドの一部と見ら

れるピット3基を検出しているが、3基 ともに掘 り込まれた坑に廃棄焼土を埋めたように堆積している。

実際のカマ ド燃焼面は遺構推定範囲の別箇所にあつたと考えられるが残存していない。

出土遺物は遺構北東端に 120× (100)cmの ピットから配13～ 15土師器都、配18土師器高台付郭、配22・

28土師器甕、叱36須恵器大密を出土している。

以上、出土遺物からみる年代観は 10世紀前半と考えられ、遺構の形成時期もこの期間に符合するものと

思われる。

また今回の調査においては、この他の遺構及び遺構外出上の土器類が見つかつていることから、集落の

存在が考えられる。 しかし、近年の造成工事による影響からその多くは削平されたと見られる。

遺構の状況からみて、遺跡が本調査区西側に広がっている可能性が高い。

3.近世～近現代

今回の調査で近世～近現代に所属すると考えられる遺構は竪穴遺構 1棟、建物跡 8棟、井戸跡 2基、土

坑 8基、溝跡 6条、ピット156基である。

このうち、竪穴遺構と建物跡については建物配置及び重複関係から以下の組み合わせが試案される。

① SB01建物跡 (主屋) + SB02建 物跡 (付属屋) + SX01竪穴遺構 (付属屋)

② SB03建物跡 (主屋)

③ SB04建物跡 (主屋) + SB07建 物跡 (付属屋) + SB08建物跡 (付属屋)

④ SB06建物跡 (主屋) + SB05建 物跡 (付属屋)

パターン①及びパターン③または④は建物配置・建物の間仕切などに見られる構造から同時存在 してい

た可能性がある。パターン②は SB03建物跡のみであるが、建物の構造上他の建物跡と比較して時期的にや

や下る可能性がある。

また上記のパターン①～④には井戸跡 2基、土坑 8基、溝跡 6条などの遺構が付属する可能性があるが

出土遺物などからみても確証はない。

建物跡の存続時期は関連するとみられる出土遺物がないことから不明であるが、近世～近現代の大まか

な範疇には収まるであろう。

これらの遺構の形成時期に伴 うであろうと考えられる陶器 。磁器が遺構外遺物だが出土している。

陶器は大堀相馬産・肥前産・美濃産・在地産の皿類・碗類・小碗類・壺類・甕類・鉢類・悟鉢類 (17～

20世紀で主体となる時期は 18世紀)、 磁器は大堀相馬産・肥前産・平清水産・在地産の皿類・碗類・小碗

類・鉢類・湯飲類・香炉類・徳利類 (18～20世紀で主体となる時期は 18世紀後半)が出土している。
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4 まとめ

今回の南 日詰遺跡の調査では、縄文時代、平安時代、近世～近現代の遺構 。遺物が検出された。

縄文時代には陥し穴状遺構 を列配置し罠猟を行つた狩猟場、平安時代には住居を中心とした集落、近世

～近現代には屋敷を中心とする集落と大きく3つの時代に生活が営まれていたことが分かつた。

南日詰遺跡の南端には伝善知鳥館跡が本遺跡と同じ二枚橋段丘上に位置している。伝善知鳥館跡は 1963

年に紫波町教育委員会によつて調査が行われてお り、住居跡、柵列跡、堀跡などの遺構が検出されている。

伝善知鳥館跡は従来から善知鳥館 (う とうだて)と して知 られ、安倍貞任の臣善知鳥文治安方の居館跡

と伝えられてきた。 しかし、善知鳥文治安方は架空の人物であつたと説かれている。調査の結果、11世紀

と考えられる遺物が出土してお り、伝善知鳥館跡は安倍氏の柵か、もしくは安倍氏につなが りのある有力

者の居館的柵であったろうと推定している (板橋ほか 1964)。

今回の調査ではこの時期に関連する遺構・遺物は検出されていないが、調査区の西側には旧地形が残存

していると見られるため、遺跡範囲は広いと見られる。

参考文献

1 板橋源ほか 1964 『岩手県紫波町善知鳥館調査報告書』 紫波町教育委員会
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3.霧 ヶ丘遺跡調査団 1973 『霧ヶ丘』 武蔵野美術大学考古学研究会

4。 (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 1989『南日詰遺跡発掘調査報告書』 岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財調査報告書第 136集
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Ⅶ 自然科学分析

¬.樹種同定

パリノ・サーブェイ株式会社

はじめに

南 日詰遺跡は岩手県紫波郡紫波町に所在 し、北上サII西岸の段丘縁辺に位置 している。発掘調査の結果、

縄文時代の陥し穴状遺構や平安時代の住居跡、近世の建物跡、土坑、井戸跡等の遺構が確認 されている。

本報告では、近世の建物跡 (SB03)柱穴内より出土した柱材を対象に樹種同定を行い、木材利用に関す

る調査を行 う。

1.試料

試料は、近世の建物跡 (以下、SB03)の 柱穴内から出土した柱材 5点 (試料番号 15)である。これらの

柱材は、いずれも径約 20 30cmを呈し、遺存状況も良好であつた。各試料の詳細は、樹種同定結果と共に

表 1に示す。

2.分析方法

剃刀の刃を用いて木口 (横断面)・ 柾 目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の徒手切片を作製 し、

ガム・クロラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リセ リン,蒸留水の混合液)で封入 し、プレ

パラー トを作製する。作製 したプレパラー トは、生物顕微鏡で観察 。同定する。

3.結果

結果を表 1に示す。

・ クリ Q力♂ぢ冽壁瘤

ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は 1-3列、孔圏外で急激～やや緩

やかに管径を減 じたのち、漸減 しながら火炎状に配列

する。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。

放射組織は同性、単列、1-15細胞高。

柱材 は、すべて落葉広葉樹のク リに同定 された。以下に、解剖学的特徴等を記す。

crenβ ιβ Sieb. et Zucc。 )

表1.南 日詰遺跡の樹種同定結果

番 号 種別 番号 層位 種類 遺構 樹種

1 P 覆 土 柱 SB03掘立柱建物跡 ク リ

2 P 覆 上 柱 SB03掘立柱建物跡 ク リ

3 P 覆 土 柱 SB03掘立柱建物跡 ク リ

4 P 覆 土 柱 S303掘立柱建物跡 ク リ

5 P 覆 上 柱 SB03掘立柱建物跡 ク リ

4.考察

柱材は、全て広葉樹のクリであつた。クリは、重硬で強度が高く、耐水性・耐朽性にも優れた材質を有

する種類である (平井,1980)。 岩手県内では、南部民家の建築部材についての調査事例があり、柱材にス

ギやクリが多く認められることから、周辺植生の中から強度等を考慮して木材を選択したことが指摘され

ている (布谷 。中尾,1986)。 SB03の柱材の樹種構成は、この調査事例と一致しており、掘立柱建物跡で

は柱材を柱穴に埋める方式であることを考慮すると、耐水性や耐朽性が高く、また建物を支えるに十分な

強度を有する木材 としてクリを選択・利用 したことが考えられる。

平井 信二,1980,木 の事典 第4巻 .かなえ書房.

布谷 知夫・中尾 七重,1986,民 家の構造材の樹種.大阪市立自然史博物館研究報告,40,21-30.
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調査区全景航空写真(遠景俯敵―南から)

調査区全景航空写真(近景直上)

写真図版 1 調査区全景航空写真
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1970年 当時の南日詰遺跡航空写真 (上が北)

基本層序断面① 調査区南壁 基本層序断面②

現況                         試掘風景

写真図版 2 航空写真(1970年当時の南日詰地区)・ 現況・基本層序
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p3平面

p4断面 p2断面

写真図版 3 S101
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住居跡



Ii暴豪■||1帝

写真図版 4 S X01堅 穴遺構
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S B01平面

S B02平面

写真図版 5 S B01・ 02建物跡
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S B03平面

S B04平面

写真図版 6 S B03・ 04建物跡
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S B05平面

Ⅷ
S B06平面

S B05,06建 物 跡
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写真図版 7



S B07平面

S B08平面

写真図版 8 S B07・ 08建物跡
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S K01・ 02平面 S K01・ 02断面

S K03平面 S K03断面

SI(04・ 05平面 S K04・ 05断面

S K06断面

写真図版 9 S K01～ 06土坑
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S K07平 面

S K08平面

羹鯵に錢

――
分景

|■撫

S E02断面

花北青雲高 体験発掘風景(1)

写真図版10 S K07・ 08土坑、

花北青雲高 体験発掘風景(2)

S E01・ 02井戸跡
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S D01断面

S D01平面

S D02断面

S D02平面

写真図版 1l S D01・ 02溝跡
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S D03平面

S D03断面A

1粥勢.導

S D03断面B

S D04断面A

S D04平面 S D04断面B

写真図版 12 S D03・ 04溝跡
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S D05断面A

S D05平面 S D05断面B

S D06断面

S D06平面 調査区南側検出風景

写真図版 13 S D05・ 06溝跡
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S KT01断面

S KT02断面

T01・ 02陥 し穴状遺構
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写真図版14 SK



S K T03断 面

奪熱鶏鐸簸

S KT04平面

S K T04断 面

写真図版 15 S K T03,04陥 し穴状遺構
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S K T06平 面

T05・ 06陥し穴状遺構
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S K T05断 面

S K T05平 面

S KT06断面

写真図版16 SK



S K T07断 面

S KT07平面

S K T08断 面

S KT08平面

写真図版 17 S K T07・ 08陥し穴状遺構
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S K T09断 面

S K T09平 面

H200 μ m:a

■■■■■■ 200 μ mibic

写真図版13 S K T09陥 し穴状遺構、南日詰遺跡木材
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写真図版 19 土器(1)
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写真図版20 土器(2)
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写真図版21 土器(3)、 陶磁器(1)
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写真図版22 陶磁器(2)、 石器、銭貨
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ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふ りがな

所 在 地

コー ド 】ヒ湘単 東 経 調査期間 調査面積 調査原 因

市町村 遺跡番号
みなみひうめいせき

南 日詰遺跡 03321 LE77-1086 度
　
分

秒

141度

9分

56秒

2003.09.16

2003.11.11

1,491r雷 経営体育成基

盤整備事業南

日詰地区に伴

う緊急発掘調

査

世界測地系

所収遺跡名 イロ雲  月町 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

南 日詰遺跡 集落跡 縄文時代

平安時代

近世以降

陥 し穴状遺構  9基

住居跡

建物跡

竪穴遺構

井戸跡

土坑

ピッ ト

棟

8棟

1棟

2基

8基

156基

石器

須恵器、土師器

陶器、磁器 、銭貨

平安時代 の住

居跡 と近世以

降の建物跡 が

検 出 され た集

落遺跡
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